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序

京都府埋蔵文化財調査研究センターでは、京都府内の公共事業に伴う埋蔵文化財の発掘調査を

行ってまいりました。この間、当センターの業務の遂行にあたりましては、皆様方のご協力を賜

り、厚く御礼申し上げます。

さて、発掘調査については、その内容を出来るだけ早く公表する必要がありますが、当センタ

ーでは、それに対応するために 3種の刊行物を刊行しております。すなわち、発掘調査の速報と

職員の論考等を『京都府埋蔵文化財情報』によって、発掘調査成果の概要報告を『京都府遺跡調

査概報Jによって公表しております。そして、特に著しい成果のあったものについては、『京都

府遺跡調査報告書jを刊行しております。

本書は、『京都府遺跡調査概報』として、平成12・13年度に実施した発掘調査のうち、緑資源公

団西部支社、京都府南丹土地改良事務所、京都府土木建築部、京田辺市教育委員会、農林水産省

近畿農政局の依頼を受けて行った南丹区域農用地総合整備事業関係遺跡、府営ほ場整備事業(三俣

地区)関係遺跡、内里八丁遺跡第16. 17次、 三山木遺跡第 4次、国営農地再編整備事業「亀岡地

区」関係遺跡に関する発掘調査概要を収めたものであります。本書が学術研究の資料として、ま

た、地域の埋蔵文化財への関心と理解を深める上で、何がしかのお役にたてば幸いです。

おわりに、発掘調査を依頼された各機関をはじめ、八木町教育委員会、亀岡市教育委員会、八

幡市教育委員会、京田辺市教育委員会などの各関係諸機関、ならびに調査に参加、協力いただき

ました多くの方々に厚く御礼申し上げます。

平成14年3月

財団法人 京都府埋蔵文化財調査研究センター

理事長樋口隆康
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凡例

1. 本書に収めた概要は、下記のとおりである。

1 .南丹区域農用地総合整備事業関係遺跡 2.府営ほ場整備事業(三俣地区)関係遺跡

3.内里八丁遺跡第16・17次 4.三山木遺跡第 4次

5.国営農地再編整備事業「亀岡地区」関係遺跡

2. 遺跡の所在地、調査期間、経費負担者および概要の執筆者は下表のとおりである。

遺跡名 所在地 調査期間 経費負担者 執筆者

南丹区域農用地総合整 船井郡八木町池上 平12.11.1 ~ 緑資源公団西部支社 岡崎研一

備事業関係遺跡 平13.2.27 田代弘
野島永

2 府営ほ場整備事業(ニ 亀岡市旭町杉・樋 平13.7 . 4 ~ 8 .20 尽都府南丹土地改良事 水谷書克
俣地区)関係遺跡 ノ口 務所 戸原和人

小 池 寛

3. 内里八丁遺跡第16・17八幡市内里小字日 平12.12.20~平13. 京都府土木建築部 石尾政信
次 向堂ほか 2.27 石崎善久

平13.4 . 18~ 9 .27 

4. ニ山木遺跡第4次 示田辺市一山木 平13.5. 21 ~ 10.26 尽田辺市 引原茂治

5. 国営農地再編整備事業 亀岡市保津町社ノ 平13.9. 4 ~ 12.13 農林水産省近畿農政局 戸原和人

「亀岡地区」関係遺跡 下

3. 本書で使用している座標は、国土座標第 6座標系による。

4. 本書の編集は、調査第 1課資料係が当った。
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図版第28 (1) B地区第 2遺構面西側素掘り溝群・建物群(南から)

(2) B地区第 1遺構面素掘り溝群(南から)

(3) B地区第 3遺構面全景(南から)

図版第29 (1) B地区第 3遺構面全景(南上空から) (2) B地区第 3遺構面全景(右上が北)

図版第30 (1) B地区 SD205・247・258(北から) (2) B地区SD247(南から)

(3) B地区 SD247中央部断面(南から)

図版第31 (1) B地区第 4遺構面全景(右上が北)

(2) B地区西側第 4遺構面竪穴式住居跡群(右が北)

図版第32 (1) B地区 SH303(東から) (2) B地区 SH335(東から)

(3) B地区 SH350遺物出土状況(北から)

図版第33 出土遺物(1)

-VII-



図版第34 出土遺物(2)

4.三山木遺跡第4次

図版第35 (1)調査地遠景(南上空から) (2)調査地全景(北上空から)

図版第36 (1) 1トレンチ調査前全景(北東から) (2) 2トレンチ調査前全景(北から)

(3) 3トレンチ調査前全景(南東から)

図版第37 (1) 1トレンチ全景(南東から) (2) 1トレンチ全景(北東から)

(3) S D 113・118(南東から) (4) S K130勾玉出土状況(北から)

図版第38 (1) S B 10 (南から) (2) S G107(東から)

(3) S D202・203(西から) (4) S D105(北西から)

図版第39 (1)2トレンチ上層全景(南から) (2) S D204 (西から)

(3) S G107(西から) (4) S K20 (西から)

図版第40 (1) S E 206 (北から) (2)SE206斎串出土状況(南から)

(3) S K21(西から) (4) 2トレンチ下層全景(南から)

図版第41 (1)3トレンチ全景(北から) (2) 3トレンチ全景(南から)

(3) N R310遺物出土状況(東から) (4) N R310遺物出土状況(南から)

図版第42 出土遺物(1)

図版第43 出土遺物(2)

図版第44 (1)石製品 (2)剥片

5.国営農地再編整備事業「亀岡地区j関係遺跡

保津車塚古墳(案察使 1号墳)第2次

図版第45

図版第46

図版第47

図版第48

図版第49

図版第50

図版第51

図版第52

(1)調査地遠景(西から) (2)遺構検出状況(東から)

(1)くびれ部葺石およびテラス検出状況(東から)

(2)前方部周濠および茸石検出状況(北西から)

(1)内濠SD01北断面(G-G'地点)(南から)

(2)外濠SD02北断面(B-B'地点)(南から)

(1)前方部確認調査区(南から) (2)前方部基底部検出状況(左が北)

(1)楯形木製品25出土状況(東から) (2)楯形木製品24出土状況(東から)

(1)笠形木製品27・29出土状況(東から) (2)須恵器10・13出土状況(東から)

出土遺物(1)

出土遺物(2)
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1 .南丹区域農 用 地 総 合 整 備 事 業

関係遺跡発掘調査概要

はじめに

池上遺跡は、船井郡八木町池上に所在する。遺跡は、筏森山の東山麓に東西約550m、南北約

600mの範囲に広がる弥生時代から中世にかけての複合遺跡である。過去7次にわたる試掘・本

調査が実施され、弥生時代から古墳時代の遺構が良好に遺存する集落遺跡として、その詳細が

徐々に解明されつつある。平成13年度は、 4か所で発掘調査が行われた。池上古里遺跡は、同町

古里に所在し、池上遺跡の東側に隣接する。平成11年度の試掘調査で新たに確認された遺跡であ

る。今回、報告する概要は、池上遺跡第 8次調査と池上古里遺跡第 2次調査である。

両遺跡の範囲内に南丹区域農用地総合整備事業が計画され、緑資源公団西部支社の依頼を受け

て調査を実施した。発掘調査は、当調査研究センター調査第 2課主幹調査第 2係長事務取扱久保

哲正、主任調査員田代弘、主査調査員岡崎研一、調査員野島永が担当 した。調査は平成12年11月

1日から翌年2月27日まで、行った。調査面積は、池上遺跡が約720m2、池上古里遺跡が1，250ばで

ある。2月15日には約110名の見学者の中、現地説明会を開催した。調査時の空中写真撮影は

(株)イピソクと (株)ジ、エクトに、図化業務は(株)ジ、エクトに委託した。整理作業は平成13年度に

行った。これら調査に係る経費は、全額、緑資源公団が負担した。

本概報作成は、池上遺跡については岡崎 ・田代が、池上古里遺跡については野島が担当し、編

集作業は伊野 ・岡崎が行った。文責は文末に記した。遺物写真については、調査第 1課資料係主

遺跡名

池上遺跡

池上古里遺跡

付表 l 池上遺跡 ・池上古里遺跡調査一覧表

主要遺構 時期

弥生~中世

弥生~中世

弥生~中世

弥生~中世
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任調査員田中彰が撮影した。

調査期間中は、八木町教育委員会、京都府立丹後郷土資料館、地元各自治会、全農直販株式会

社、株式会社錦味など、各関係諸機関の協力をいただいた。また、地元の方々をはじめ学生諸氏
(註 1)

には、作業員、調査補助員、整理員として従事していただいた。整理期間中は、遺構図などの図

面作成ならびに遺物整理の作業を調査参加者がそれぞれ分担した。石製品の実測は山岡が、トレ

ースは船築が行った。ここに記して感謝の意を表わしたい。

1 .遺跡の位置と環境(第 1・2図)

京北町を源とする大堰川は、日吉町を経由して園部町・八木町・亀岡市を南流する。八木町で

は筏森山の西側を流れ、亀岡市の中央を南流する。今回の調査地である池上遺跡は、この筏森山

の東側に位置し、亀岡盆地の北部にあたる。周辺の主要蓋誌としては、筏森山から派生する丘陵

の頂部から斜面にかけて古墳群が存在するが、時期については不明である。この丘陵東前面に広

がる平地には、今回の調査地である池上遺跡と池上古里遺跡が、その北側には野条遺跡が広がる。

3遺跡とも弥生時代から中世にかけての遺跡と考えられ、最近の調査成果から、その内容が徐々

に解明されつつある。

丹波地域における弥生時代の主要遺跡としては、亀岡市稗田野町太田に所在する太田遺跡、があ
(注3) 

り、弥生時代前期の土坑群や前・中期の環濠などを検出している。環濠は直径が160mを越える

と推定されている。弥生時代中期には、亀岡市余部町新堂に所在する余部遺跡、があり、中期後半
(注4) 

の方形周溝墓が確認されている。なかでも中期前半の玉作り工房跡では、碧玉製の管玉生産が確

認されている。今回の調査地である池上遺跡の北側からも、第4次調査で弥生時代中期の玉作り

工房跡を検出し、管玉未製品や石針などの管玉製作を示す遺物を多数確認している。また、弥生
(往 5) 

時代中期後半の竪穴式住居跡や方形周溝墓なども検出している。

古墳時代の主要な集落遺跡、としては、古墳時代中期~後期にかけての竪穴式住居跡を検出した

鹿谷遺跡が亀岡市稗田野町鹿谷に所在する 。 この調査成果では、 5 世紀末~6 世紀初頭には住居

域の拡大とともに竃の定着という画期が見られるとする。竃についてはその導入時期を知ること

ができ、土器支脚から石製支脚へと時期的変化が認められるなど竃の構造についても注目されて
(注6) 

いる。大堰川上流にあたる日吉町天若には、古墳時代後期の竪穴式住居跡を検出した天若遺跡が

ある。竪穴式住居跡は、間断なく数棟づつの単位で存在したと手芸。竪穴式住居跡の大半には、

石製支脚を有した竃が存在する。八木町八木嶋では、古墳時代の豪族居館とされた八木嶋遺跡が
(注8)

所在し、庇をもっ掘立柱建物跡が確認されている。古墳時代後期には、園部町小山東・西地区で

須恵器窯が築かれる ようになる。8世紀まで操業された地方窯のひとつである。

奈良 ・平安時代では、八木嶋遺跡で平安時代の掘立柱建物跡群が確認されており 、硯や墨書土

器の出土から、官街的な施設と想定されている。亀岡市千代川町に広がる千代川遺跡は、丹波国

府推定地でもある。十数回にわたる調査の結果、官街的性格の遺構群や奈良・平安時代の集落が

認められている。亀岡市篠の丘陵部には須恵器を焼成した篠窯跡群が奈良時代から平安時代前半

-2-
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にかけて全盛期を迎える。

中世には、八木嶋付近に相国寺普広院領志万荘が所在し、 室町時代には八木志万と称した。園

部西方の黒田 ・横田付近には、北野社領船井荘が存在する。大堰川左岸には吉富新荘、世木荘が

ある。吉富新荘は、今回の調査地付近に広がる荘園で、承安4(1174)年に丹波知行国主藤原成親

の私領寄進により、後白河院法華堂領として立荘された。世木荘は、殿田付近に所在する。調査

地西方には、池上院がある 。 別名大日寺池上院は、 天台密教の祖皇慶 (977~1049)が住した池上

房に始まる。池上院は、かつて伽藍を備え、 6院を有したと伝承がある。「吉富庄絵図」による

と池上寺も吉富新荘領域内に組み込まれていた。応、永年間(15世紀初頭)には延暦寺末寺池上寺が
(注9)

神護寺領吉富新荘内にあるため、その支配をめ ぐって神護寺と延暦寺の間で相論が起こる。

当時の周辺の主要な山城としては、西田城、北広瀬城、刑部城がある。西田城は、西田集落東

方の金比羅山(152m)の頂上に所在する。現在、金刀比羅神社が杷られている所が本丸跡にあた

る。山麓には 2間4面の愛染堂があり、大日寺の所領とされていた。西山麓の金万比羅神社参道

口に、家臣の屋敷町、が存在するとされる。北広瀬城は、北広瀬の阿弥陀寺北西の宮山頂上(195

m)の山城で、城主、年代については不明である。元弘3(1333)年、建武2(1335)年に足利尊氏

が八木の広瀬左門に感状を与えていることから、14世紀前半に存在していたとされる。刑部城は、

刑部と西田の中間にある多国山(191m)の最高所に所在する。頂上に本丸と郭跡があり 、その下

には帯郭がある。刑部には家臣の屋敷跡が存在するとされる。

第 1図 調査地および周辺主要遺跡分布図(1/25，000)

1 .池上遺跡 2.北広瀬城跡 3.南尾西古墳群 4.筏森山古墳群 5.室橋遺跡 6.松本古墳群

7大谷口古墳群 8. i青谷古墳群 9.新庄遺跡、 10.新庄城跡 11.八木嶋遺跡 12.鶴首山城跡

13刑部城跡 14.西田城跡 15.住吉神社裏山古墳群 16.池内古墳群 17.観音寺遺跡 18.北屋賀遺跡
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• 第 1・6次

U
F

第

第一一回
第 3次 E三ヨ第4次

堅固第5次 皿皿第8次

第 2図 調査地配置図

2.基準層位と調査方法

池上遺跡の今回の調査地は、第 5次調査地の南端に隣接したと ころである。第5次調査と同様

に、30cm前後の包含層下に遺構面が2面遺存すると予測さ北九。この包含層を人力で掘削するこ

とは期間的に困難と考え、 遺構面直上まで重機による掘削を行った。調査地西端では、暗茶褐色

土の弥生土器を包含する層を掘り込む形で、 古墳時代の遺構が認められた。また、包含層下に落
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ち込みが確認できた。

池上古里遺跡では、耕土および床土層下に包含層(黒褐色粘質土層)が薄く堆積していた。

遺構名は、遺跡ごとに通し番号を付した。今回報告する遺構名は、調査時に使用した遺構番号

をそのまま使用した。

1 .検出遺構(第3図)

(1 )弥生時代

(1)池上遺跡第 8次

S H 140 (第4図、図版第 2) 調査地西端で確認した円形の竪穴式住居跡である。南北方向に

わずかに長い楕円形を呈する。SD101 . S K139を切る形で検出し、住居埋没後に SK56・57が

掘り込まれ、その後、 SH02によって南側の一角が破壊されていた。主柱穴は、周壁から約1.2

m程内側に 7か所配されていた。柱穴の規模は、径約O.3~O.4m、深さ約O. 2~O.4mを測る 。 主

柱穴間の距離は1.9~ 3 . Omで、あった。住居中央には、径約2.0mの士坑があり、深さ約O.56mで、

あった。下層には、炭が薄く堆積していた。土坑南肩部に狭い範囲で赤色の焼土が認められ、炭

はこの焼土に伴うものと思われた。出土遺物の大半は、埋土上層に集中する傾向が見られた。時

期は弥生時代中期に該当するものである。その他に石針、砥石、玉の未製品など玉作り関係遺物

や石庖丁、石盤、磨製石鍛などの石製品も少量出土した。この住居は、暗茶褐色土の堆積土を掘

り込む形で認められ、床面付近は黄褐色土の地山を掘り込んでいる。また埋土が黒色土であった

ため、貼り床をしていたか識別するには困難な状況であり、貼り床の有無については不明である。

玉作り関係の遺物の出土により 、床面直上の埋土を一部洗浄したが、関連遺物は確認できなかっ

た。また、住居南側は周壁の高さが l段低く、約2.2mの幅でスロープ状であった。このスロー

プの両脇の周壁際には径約O.15mの小さな柱穴が各 1か所確認できた。この部分は、住居の入口

部に相当し、柱穴はこれに伴う付属施設の痕跡と考えることができる。

S H 122 (第6図、図版第4) 円形の竪穴式住居跡の一角を確認した。主柱穴については不明

である。わずかであるが弥生土器片が出土しており 、中期に相当すると考える。周壁に沿ってわ

ずかな落ち込みを検出したが、明確な周壁溝とは断定できなかった。拳大の離が混入する黄褐色

土を掘り込む遺構であった。

S 0132 (第5図、図版第 3) 調査地北西端で確認した溝である。第5次調査時に確認されて

おり、その続きが今回の調査地にかかると想定されていた。暗茶褐色土の堆積土を掘 り込む形で

設けられたこの溝は、断面形が逆台形を呈し、数回にわたって埋まったようである。上層ならび

に最下層から弥生時代中期の土器が出土した。出土遺物にあまり時期差がなく 、比較的短期間で

もって埋ま ってしまった遺構と考える。

S 0101 (第 5図、図版第3) S H 140より先行する遺構である。 SK139の北側に隣接する。
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溝の両端部は中央部より浅くなる。埋土中から弥生時代中期後半の土器とともに、玉作りに使用

された筋砥石が出土している。この溝の性格については不明である。

S 0103 (第3・8図) 断面 iUJ字形を呈したこの溝は、 SH108・109によ って上部が一部

削平されていた。規模は、幅約1.3m、深さ約0.4mを測る。弥生時代中期・後期の土器片が出土

した。

S 0106 (第3図) S H 115・116の南側で検出した溝である。喋混じりの遺構面を掘り込んだ

この溝は、断面が浅い iUJ字形をなし、埋土中より弥生時代後期の土器片がわずかに出土した。

S H115・116付近で若干屈曲し、住居床面では 2本の溝に分岐していた。SH1l5・116完掘後に

検出した。規模は、 SD106が幅約0.6m、深さ約0.35mを測る。

S K 105 (第6図、図版第 4) 調査地中央で確認した土坑である。平面形態は不定形で、肩も

なだらかに掘り込まれていた。土坑の数か所から投棄されたような状況で弥生土器が出土してお

り、中期後半の土器資料を良好な形で得ることができた。また、磨製石鉱も出土している。

S K 139(第5図、図版第 3) SH140の東側の土坑で、 一部後世の排水溝によって削平を受け

ていた。平面形態は、東西方向に長い楕円形で、土坑内から弥生時代中期後半の土器片がまとま

って出土した。

S K56(第4図) 当初は、 SH140内で検出したため、この住居に伴う土器群と思われた。し

かし、住居掘り下げの際に設定した畦に iUJ字状の落ち込みが認められたことから、 SH140 

の埋土を掘り込んだ土坑であることが確認できた。このような状況で検出したことから、その規

模については推定長で、平面形態については不明で、ある。SH140の埋土と土坑の土色が類似す

るため、この付近の遺物を一括で取り上げ、土坑出土とした。多量の弥生時代中期後半の土器片

が出土した。

S K57(第4図) S K56東側で検出した土坑である。SK56と同じ状態で確認したため、平面

形態については不明で、ある。出土遺物についても SK56とほぼ同時期の土器片が出土した。SH

140の埋土と土坑の土色が類似するため、この付近の遺物を一括で取り上げ、土坑出土とした。

また、磨製石鍛も出土している。

(2)古墳時代

S HOl (第 7図、図版第 5) 調査地北西部で検出した竪穴式住居跡である。北辺中央に粘土貼

り付けによる竃を設けている。スサや土器片の混入は見られなかった。また、鹿谷遺跡 SH9226 

の竃のように燃焼部に皿状の土坑を設けるといった痕跡は見られなかった。竃の規模は、東西約

0.74m、南北約0.88m、遺存高約0.08mで、あった。両袖の幅は約0.5mである。主柱穴は 4か所

で確認でき、その規模は径約0.24m、深さ約0.14mを測る。床面から須恵器蓋杯、埋土から勾玉

と石鍛が出土している。

S H02(第7図、図版第 5・6) 調査地南西部で検出した竪穴式住居跡である。住居の北側の

みを確認したため、全容については不明で、ある。そのため、主柱穴も 1か所のみの確認となった。

主柱穴は径約0.48m、深さ約0.1mを測る。住居北辺中央に竃が設けられていた。非常に残りの

nu 
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良い竃で、東西約1.36m、南北約1.18m、遺存高約0.32mで、あった。両袖の幅は約0.42mで、ある。

燃焼部中央には石が立てられており、支脚として使用されたと思われる。 一部熱による変色が見

られた。断ち割りを行ったところ、方形の住居を築いた後に竃の中央部を若干掘り込み、粘土を

貼り付けて築いていた。スサや土器片の混入は見られなかったが、竃中央部から土師器斐が2点

出土した。住居内埋土から管玉と臼玉、石製紡錘車が出土している。

S H 107 (第3図) S H 108に切られた形で検出した非常に小規模な竪穴式住居跡である。規模

は、西辺約2.7m、深さ約O.lmを測る。主柱穴は検出できなかった。

S H 108(第8図、図版第 7) 調査地ほぼ中央で検出した大型の竪穴式住居跡である。住居に

伴う竃は確認していないが、住居中央付近に 5か所程、火を受けた痕跡が認められた (第9図)。

内lか所については、焼土中央部が高温で焼けしまっており、灰白色に硬化していた。この状況

から鍛冶炉の可能性を想定し、住居内を 1mメッシュで区画割りし、床面直上の土を採取した。

さらに、埋土の一部の洗浄を試みたが、鍛造剥片、粒状剥片などの検出はできなかった。主柱穴

は、 4か所で確認している。柱穴は、いずれも径約1.2m、深さ約0.6mを測る。このような規模

の住居跡は、第4・ 5次調査でも確認されているが、最大の床面積を保有する住居に属す。また、

住居西壁に沿ってわずかな窪みが確認できた。幅約0.6m、深さ約O.lmと、幅広いものであるが

周壁溝と思われる。住居内埋土中から、勾玉、臼玉、弥生時代の磨製石鎌などの石製品が出土し

ている。

S H 109(第8図) S H 108東側で検出した竪穴式住居跡で、 SH108より先行する。主柱穴に

ついては不明で、ある。

S H110(第8図) S H 108南側で検出した竪穴式住居跡である。北側の一角を検出したにすぎ

ず、全容については不明で、ある。主柱穴は lか所で検出した。この主柱穴西側の、北壁より離れ

L~113.0m 

第11図 S B163実測図
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京都府遺跡調査概報第103冊

た床面の一部が赤色に焼けていた。柱穴の規模は、径約O.52m、深さ約O.24mである。北・ 東

壁に沿って周溝がめぐっていた。溝は、壁に沿って全周せず、部分的に途切れていた。その規

模は、幅約O.28m、深さ約O.lmで、あった。住居内埋土から須恵器杯身や弥生時代の磨製石斧が

出土した。

S Hl15(第 9図、図版第 8) 喋混じりの黄褐色土を掘り込んで築いた竪穴式住居跡である。

非常に残りは悪いが、隣接する住居内の埋土とわずかに土色変化が認められたことにより、 S

H116の後に営まれた住居であることが判明した。北辺中央やや内側で赤色の焼土を確認した。

主柱穴は 4か所で認められ、おおむね径約O.36m、深さO.08mである。須恵器杯身 ・高杯が出

土した。

S Hl16(第 9図) S H 115の東側で検出した竪穴式住居跡である。礁混じりの黄褐色土を掘 り

付表2 池上遺跡検出遺構一覧表

①竪穴式住居跡(規模のoは残存長)

遺構番号 図面番号 形態
規模 (m) 

主軸方位 構造上の特徴
東西長 南北長 深さ

S H01 第7図 方形 4.0 4.0 0.12 N7' W 北辺中央に竃

S H02 第7図 方形 6.5 (3.2) 0.20 NO' 北辺中央に竃

S H107 第3図 方形 (1. 3) 2.7 0.10 N6' W 

S H108 第8図 方形 8.4 (7.7) 0.20 N4' W 住居中央に焼土

S H109 第8図 方形 5.0 5.0 0.10 N6' W 

S HllO 第8図 方形 6.6 (3.2) 0.24 N6' W 住居中央に焼土

S H1l5 第9図 方形 4.0 4.0 0.12 N 5' W 

S H1l6 第9図 方形 5.5 4.4 0.20 N7' W 住居北東部に焼土

S H102 第10図 方形 5.0 4.4 0.04 N 5' W 住居北側に篭

S H137 第10図 方形 3.2 3.4 0.04 N 8' E 住居北東隅に竃

S H122 第6図 円形 7.7 8.1 0.10 不明

S H140 第4図 円形 推定直径7.4 0.36 住居中央部に焼土

②土坑(規模の()は残存長)

遺構番号 図面番号
規模 (m) 

備考
東西長 南北長 深さ

S K56 第4図 1. 08 1. 00 0.24 平面規模は推定

S K57 第4図 1. 12 1. 08 0.32 平面規模は推定

S K139 第5図 1. 40 1. 14 0.60 

S K104 第9図 1. 68 1. 40 0.22 

S K105 第6図 5.32 6.72 0.38 

S K152 第10図 0.96 0.60 0.37 

S X162 第3図 0.92 0.72 0.35 

③流路(規模の()は残存長)

遺構番号 図面番号
規模 (m) 

備考
中高 長さ 深さ

S D132 第5図 2.0 2.7 0.9 第5次調査時に延長部を確認

S D101 第5図 0.6 4.6 0.3 

S D103 第8図 1.4 11. 9 0.4 

S D106 第3図 0.6 13.0 0.4 北側では SD106・107に分岐

S D138 第3図 0.8 9.0 0.4 時期不明

自然流路 第3図 不明 不明 0.5 
第4次調査時、C地区で確認
している流路に続くか?
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込んで築かれ、非常に残りは悪い。主柱穴は確認できなかった。住居東壁に沿って周壁溝を検出

した。周壁溝は焼土を縦断しており、住居に伴うものと考えがたい。焼土の性格については不明

である。埋土中から弥生時代の石鍛や古墳時代の砥石が出土している。

S H 102 (第10図) 調査地東部で検出した竪穴式住居跡である。切り合い関係から、 SH137の

後に築かれたことがわかる。主柱穴は 4か所で認められ、径約0.44m、深さ0.2mを測る。北辺

中央やや内側には、残りの悪い竃を検出することができた(第10図)。焼土の範囲は、南北約0.62

m、東西約0.5mを測る。また、北辺中央には SK152を検出したが、この住居に伴うものでなく、

住居埋没後の遺構である。

S H 137(第10図) S H 102に切られる竪穴式住居跡である。主柱穴については、検出できなか

った。住居北東隅から竃を検出した。非常に残りの悪いものであるが、馬蹄形に赤色の焼土がめ

ぐることから竃とした。竃内から土師器査の口縁部が出土している。また、埋土中から臼玉も出

土している。周壁溝などの施設は確認していない。

S K 104 (第9図、図版第 8) 土坑床面中央から赤色の焼土と炭層を検出した。出土遺物がな

く、時期については不明である。埋土が暗茶褐色土であることから、古墳時代以降のものと考

える。

S K 152 (第10図、図版第 8) SH102北辺中央部で検出した土坑である。SH102埋没後のも

ので、断面 iUJ字形を呈す。土坑下層から完形に近い形で高杯、甑が出土している。

S B 163 (第11図) S K105の西側で検出した 2間X2間以上からなる掘立柱建物跡である。主

軸方位は、ほぼ北を向く 。柱穴の規模は、径0.48m、深さ約0.36mで、あった。全容については不

明である。

(3)その他の遺構

S D 138(第3図) S H 102東側で検出した南北方向の溝である。幅約0.8m、深さ約0.4mを測

る。顕著な遺物が出土せず、時期については不明で、ある。

自然流路(第3図) 調査地東端で確認した。およそ0.5mの落ち込みが認められ、拳大の礁が

堆積していた。落ち込みは、ゆるやかに傾斜しており、人為的なものと考えにくいと判断した。

落ち込み下層の所々から、弥生土器片が出土した。古墳時代の遺物が出土しないことから、弥生

時代には池上・池上古里遺跡聞を隔てる自然流路であったが、古墳時代には埋ま っていたと思わ

れる。

S X 162 (第3図) S H 116南側で検出した不定形な土坑である。明確な土色変化が無く、黒色

土が落ち込みに沿って下がっていた。底面から旧石器時代に遡ると考えられる縦長剥片(第20図

151)が出土した。弥生時代以前の土坑状遺構の可能性がある。規模は、東西約0.92m、南北約

0.12m、深さ約0.35mで、ある。

2.出土遺物

(1 ) 土器類 (第12~ 18図、図版第 9 ~ 11 ) 
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京都府遺跡調査概報第103冊

出土遺物のうち、弥生時代の土器は第12~16図に、古墳時代の土器は第17 ・ 18図に図示した。

いずれも、個々の遺物についての詳細は、付表3に記し、本文に全体の概要を記した。また、遺

構図に主要な遺物の出土地点を明記した。数字は遺物実測図の番号である。

弥生時代 S D132出土の弥生土器は、査、華、鉢である。査の口縁端部には波状文(2・3)や

円形浮文(1)を施す。体部上半には直線文と波状文を施すもの(3)や、ハケ調整するもの(1・ 2)が

あり、弥生時代中期のものである。蓋は、口縁部が大きく屈曲するもの(7)と、 「くj字状に屈曲

するもの (8~ 10 ) がある 。 口縁部に波状文を施すもの (7) と、刻み目を施すもの (8~10)がある。

後者については体部にハケ調整が行われる。査(1・3・4)と聾(8)は、 SD132最下層出土であ り、

その他は埋土出土のものである。 SD103出土の弥生土器は査、蓋などであるが、図示できたも

のは(14)1点のみである。口縁部が「く」字状に屈曲する。体部上半部にヘラ状工具による刺突

文がめぐる。SK105出土の弥生土器は、 査、輩、蓋、高杯である。査は、口縁部が逆「く」字

状に屈曲する広口壷(15~18)や細い頚部と下方を向く口縁端部からなる長頚査(19)がある。広口

壷には端部に 5条の回線がめぐり、頚部には波状文や回線文などを施す。貼付突帯も見られる。

長頚査は頚部に多条の回線文が、口縁部には数条の回線文と刻み目が施される。聾は、体部をタ

タキ後ハケ調整、口縁端部に刻み目を施す (22~ 26) 。 高杯 (29) の口縁部には、回線文が 5 条施さ

れ、下半にはハケメが残る。SK139出土の弥生土器は、壷、聾、台付鉢、水差し、鉢である。

査は、口縁部が逆「く j字状に屈曲するもの(36)と、大きく外反するもの(37. 38)がある。前者

は口縁端部に回線文をめ ぐらし、頚部にハケと列点文を施した突帯がめぐる。後者は、口縁端部

に波状文や刻み目が施され、頚部には回線文かハケ調整が行われる 。 聾 (39~41 ) は、体部上半に

タタキとハケが、下半にヘラケズリが施される。台付鉢には、口縁部に多条の回線文がめぐる

(43)。水差し(44)は、算盤玉状の体部に脚と把手が付く 。非常に残りの良い状態で出土した。鉢

(45)は、小型のものである。調整については不明である。SK56・57出土の弥生土器は、査、費、

高杯、器台である。査は、口縁部が逆「く j字状に屈曲するもの(51~53) と 、 大きく外反するも

の(49・50)がある。前者は口縁端部に回線文をめぐらし、頚部に列点文を施した突帯がめぐる。

後者は、口縁端部に凹線文と刻み目が施されるものもあり、頚部はハケ調整が施される。蓋(54

~58) は、体部にタタキを施すものが主体である 。 口縁端部には刻み目があり、内面はハケ調整

である 。 高杯 (59 ~60) は、杯部をヘラミガキし、脚部外面をハケ調整、内面をヘラケズリする。

器台(61)は外面に多条の凹線文を施し、下部に円形の透かしがある。 SH140出土の弥生土器は、

査、重、高杯、台付鉢である。査(62・66)は、口縁部が大きく外反する。口縁端部に列点文か波

状文があり、頚部をハケ調整し、体部上半に波状文を施す。内面はハケ調整する。斐(72)は、体

部にハケメがわずかに残る。台付鉢(83)は小型品である。ハケとナデで調整されている。口縁端

部が大きく外方向に開く 。中期の様相を示す土器である。SD101出土の弥生土器は、査、聾な

どである 。 査は、口縁部が逆 「く j 字状に屈曲するもの (67) と、大きく外反するもの (63~65)が

ある。前者は口縁端部に凹線文をめぐらし、頚部に列点文のある突帯がめぐる。後者は、口縁端

部に列点文か刻み目が施されるものもあり 、頚部はハケ調整が施される。口縁端部内面に円形浮
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第18図 出土遺物実浪IJ図(7)
106・107・111・112:SH01、103・108・114・120・121:SH02、

110: S H110、109・115: S H 115， 104: 柱穴、 105 ・ 11 3 ・ 116 ~119 :包含層

文を施すものもある。 l点であるが上方にまっすぐ立ち上がる査(70)もある。聾(71. 73)は、口

縁部が「く」字状に屈曲する。体部にはタタキが残る。中期のもので、 SH140出土の弥生土器

と時期差は認められない。

古墳時代 S H108出土の土器は、須恵器杯蓋、杯身、高杯、蓋と土師器杯、聾、甑である。

杯蓋は肩部の稜が明瞭なもの(85)と形骸化したもの(86・87)がある。全体的に扇平である。杯蓋

(85)は、天井部外面に列点文が施され、他の須恵器と比べて胎土が綴密であることから他地域か

らの搬入品である可能性が高い。杯身は、平坦な底部から外上方に立ち上がり、口縁端部は内上

方を向く 。高杯は長脚と短脚がある。いずれも一段透かしである。TK10併行期のものと考える。

土師器杯(95・96)は、丸い底部から外上方に立ち上がる。口縁端部が、わずかに屈曲するものも

ある。土師器聾は、口縁部が「く」字状に屈曲する。SK152出土の土器は、土師器の甑(101)と

高杯(102)である。iUJ字状の体部半ばに扇平な把手が付く 。底部中央に l孔、 5方に円形の穿

孔を有す。体部は、ハケとナデ調整する。高杯は浅い杯部と脚部からなる。脚部は、端部で大き
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く開く 。SH01出土の土器は、須恵器杯蓋・杯身である。杯蓋(106・107)は肩部の稜が明瞭なも

ので、杯身(111・112)は扇平な底部と内上方に立ち上がる口縁部をもっ。TK10併行期のものと

考える。SH02出土の遺物は須恵器杯蓋・高杯、土師器聾である。土師器霊(120・121)は、住居

内の竃から出土したもので、内外面にハケとへラケズリがみられる。口縁端部はわずかに屈曲す

る。杯蓋は、 SH01のものと比べて肩部の稜は退化する。高杯(114)は短脚で、 一段透かしであ

る。杯蓋の形態から TK43から TK209併行期のものと考える。SH110出土の杯身(110)やSH

115出土の杯身(109)は、わずかに丸みを帯びた底部から外上方に立ち上がり、口縁部は内上方に

立ち上がる。形態から TK10併行期のものと考える。SHl15出土の高杯(115)は一段透かしであ

る。柱穴出土の杯蓋(104)ならびに包含層出土の杯葦(105)、杯身(113)、杯(116)、土師器杯(117

~ 119)も図示した。包含層からはTK10から TK209併行期のものと 8 ~ 9 世紀代のものが出土

した 。 柱穴についても両時期のものが、重複する形で認められた 。 土師器杯(l 17 ~ 1l 9 ) は杯

(116)と同時期の土師器と考える。

(岡崎研一)

( 2 ) 石製品類 (第四~22図、図版第12 ・ 13 )

今回の調査では、旧石器時代、弥生時代、古墳時代に製作・使用された石製品を多数検出した。

これらの中から、各時代を特徴づける代表的な石器を図示し、概説する。出土地点、法量など

個々の詳細については、付表4に示したので、参照されたい。

旧石器時代(150・151) ナイフ型石器と剥片がある。150は、石刃状の縦長剥片の側縁を調整剥

離したチャート製のナイフ形石器である。後期旧石器時代に属するものであろう 。151は、 150の

素材とみなしうるチャート製の縦長剥片である。旧石器時代の遺物である可能性を指摘しておく 。

弥生時代 (122~ 136 ・ 138 ~ 149 ・ 152~ 154 ・ 155 ~ 172 、 173~178) 石庖丁や石斧、磨石、削器

などの生活用具、打製石録、磨製石鍛、磨製石剣などの武器類、石製玉類の生産に関わる遺物な

どカfある。

122 ~ 129は、粘板岩製の石庖丁である 。 刃部が直線をなすもの(l27 ~ 129 ) と外湾するもの

(125 ・ 126 ) とがある 。 122 ~124は背部の一部が遺存したものであり、 全形は明 らかでない。122

は背部が直線的であり、 123・124は湾曲する。これら背部の形状からみて、 122は外湾刃、 123・

124は直線刃をもっタイプと考えられる。129は大型石庖丁の刃部の一部が遺存したものである。

130は板状に加工した粘板岩で、周縁に剥離調整の痕跡、が認められる。石庖丁を製作する途中で

折損し、廃棄されたものであろう 。131~ 133は磨製石斧である。131は柱状片刃石斧、 132は扇平

片刃石斧である。133は大型の扇平な両刃石斧である。134は器面に研磨痕のある球石で、敵打に

よるアパタ状痕跡が認められる。135は円柱状の礁を加工して溝をつけたものである。錘であろ

う 。 136 ~139は砥石である。139には溝状の使用痕跡がある。139は片面には数センチの浅く幅広

い溝状の使用痕跡あり、もう 一面には数ミリの狭く深い溝状の使用痕が認められる。石製勾玉や

管玉の生産に用いた玉作り用の筋砥石と考えられる。

140~ 148は、サヌカイト製の打製石鍛である 。 茎を作り出すもの(140~142・145・147)と茎を
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第20図 出土遺物実測図(9)

もたず基部を丸く作り出すもの(143・144・146. 148) とがある 。 149は削器、 152~154は素材と

みられるサヌカイトの横長剥片である 。 いずれも自然喋面がみられる 。 155~169は磨製石鍛であ

る 。 茎をもつもの ( 155~ 159 ・ 163 ・ 168 ) 、 基部がくぼむもの (164 ・ 165 ) 、 木葉形の も の ( 160~

162 . 169) などがある 。 166 ・ 1 67 ・ 170~ 172は磨製石剣である 。 166 ・ 167は切先の一部、 171は柄

の部分である。170・172は側縁などに研磨後の調整剥離痕跡が認められるので、未製品あるいは

再生品と考えられる。

173・174は、 緑色凝灰岩製の管玉である。174は穿孔途中の未製品である。175は、擦切施溝分

口
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第21図 出土遺物実測図(10)

割痕のある緑色凝灰岩製の四角柱体である。管玉製作の途上で生じる四角柱体である。176は、

擦切施溝分割痕がある玉髄製の板状剥片である。石針の製作過程で石核として用いられる板状剥

片であろう 。177は、ヒスイ製の勾玉である。器表面に研磨による面が残る。完成間際の未製品

である。178は、 擦切施溝分割によって作られた緑色凝灰岩製の板状剥片であり 、管玉の原材料

にあたる遺物である 。 174~ 176 ・ 178 は、 139の筋砥石とともに、この遺跡で緑色凝灰岩製管玉の

製作が行われたことを証明する遺物である。

古墳時代 (137 ・ 138 ・ 179~187) 滑石製玉類、紡錘車、砥石などがある。137・138は砂岩製の

170 局窓診 171 
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第22図 出土遺物実測図(11)

砥石である。 179~184は臼玉、185は勾玉、 186は有孔円盤の一部である。 187は紡錘車である。

いずれも滑石製である。

(田代弘)

付表3 池上遺跡出土土器観察表(口 :口縁部、頚:頚部、体 :体部、底 :底部、脚:脚部 単位cm)

番号 器種 器形 外面の調整 内面の調整 口径 器局 底径

口:円形浮文
頚 :ハケ調整後ナデ調整

弥生土器 t 宜E 頚 :ハケ調整突帯
体 :ハケ調整

22.2 

体:ハケ調整

2 弥生土器 t 宝E
口:波状文

口:扇形文+波状文 17.8 
頚:ハケ調整後ナデ調整

3 弥生土器 古宣E 口:波直状線文文+波頚状:ハ文ケ調整 口 :扇形ケ文調整後ナ 16.2 
体: 体 :ハ デ調整

4 弥生土器 短頚査 口~頚:ハケ調整 口~頚:ナデ調整 10.0 
口:波状文径 5mmの穴が

5 弥生土器 無頚査 2か所 体 :ハケ調整 13.3 
体:直線文+波状文

6 弥生土器 鉢 体:ハケ調整 体:ハケ調整後ナデ調整 15.3 

7 弥生土器 聾
口:波状文

体 :指頭圧痕 33.8 
体:波状文+直線文

8 弥生土器 聾 口:刻み目 体:波状文 体:ハケ調整 28.0 
9 弥生土器 警 口:刻み目 体 :ナデ調整 23.8 
10 弥生土器 聾 口 :刻み目 体 :ハケ調整 体 :ハケ調整 17.8 
11 弥生土器 警豊 体:ハケ調整 体 :ハケ調整 10.0 
12 弥生土器 事 磨滅のため調聖書不明 底 :指頭圧痕 6.5 
13 弥生土器 官宝E 体:ハケ調整 体 :ナデ調整 4.6 
14 弥生土器 聾 体 :列点文 磨滅のため調整不明 22.2 

口 :5条の回線文

15 弥生土器 広口査 頚 :ハケ調整後波状文突 頚:ハケ調整 18.6 
帯

16 弥生土器 広口査
口:5条の回線文

磨滅のため調整不明 13.8 
頚:綾杉文

ハU
円

J
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17 弥生土器 広口査 口:6条の凹線文 頚 :ナデ調整 14.0 

18 弥生土器 広口査 磨頚滅:突の帯ため調整不明 磨滅のため調整不明 19.0 

19 弥生土器 長頚査
口 :2条の凹線文+刻み目 口:ナデ調整後タタキ?

14.0 
頚:14条の回線文 頚 :ナデ調整

20 弥生土器 蓋 l体 :ハケ調整 体:ハケ調整 16.0 4.9 

21 弥生土器 蓋
体 :径 4阻の穴が2か所

磨滅のため調整不明 18.4 4.2 
ヘラケズリ?

22 弥生土器 事ι l体:タタキ+列点文 体:指頭圧痕 13.0 
23 弥生土器 墾 体:タタキ 体 :ナデ調整 14.6 
24 弥生土器 蓋 体:タタキ 磨滅のため調整不明 18.0 

25 弥生土器 聾 口刻みキ目後+ハ綾文ケ調整 口~体 :ハケ調整 18.6 
体 :タタ

口 :刻み目

26 弥生土器 聾 体 :上半部タタキ後ハケ調 口・体:部分的にハケ調整 29.6 
整下半部タタキ

27 弥生土器 聾 体 :ヘフケズリ 体:ハケ調整 3.7 
28 弥生土器 警 体 :ハケ調整 体 :ハケ調整 6.7 

29 弥生土器 高杯
口 :5条の回線文 口~体:磨滅のため調整不

38.7 
体 :タタキ 明

30 弥生土器 高杯 磨滅のため調整不明 磨滅のため調整不明 27.7 
31 弥生土器 高杯 磨滅のため調整不明 磨滅のため調整不明 19.5 

32 弥生土器 高杯
口:3条の回線文十ハケ調

口:波状文+扇状文
整

33 弥生土器 鉢 口~体:ハケ調整 体:ナデ調整 11. 9 
34 弥生土器 高杯? 脚:ハケ調整 脚:へラケズリ 12.2 
35 弥生土器 高杯 脚:ハケ調整 脚:ヘフケズリ 15.6 

口:3条の凹線文

36 弥生土器 宜土E 頚:ハケ調整後ナデ調整、 頚 :ナデ調整 20.6 
列点文突帯

37 弥生土器 宝古E 口 :波状文頚 :回線文
体 :ハケ調整 14.6 

体 :波状文

38 弥生土器 宝古E 口 :刻み目 頭:ハケ調整 口~頚 :貼1-.r突帯+刻み目 11. 4 
39 弥生土器 聾 体 :ハケ調整後タタキ? |体 :ハケ調整 13.2 
40 弥生土器 牽 体 :タタキ後ハケ調整 剥離のため調整不明 16.9 

41 弥生土器 護
体:上半部タタキ後ハケ調

体 :ハケ調整後ナデ調整 12.2 
整下半部へラケズリ

42 弥生土器 高杯 磨滅のため調整不明 磨滅のため調整不明 26.0 
43 弥生土器 台付鉢 口~体 :11条の回線文 口~体 :ナデ調整 30.1 

44 弥生土器 水台差付し 脚 :ナデ調め整調整+不凹線明文 体 :ハケデ調調整整後ナデ調整 10.0 
磨i且企た 脚 :ナ

45 弥生土器 小型鉢 磨滅のため調整不明 磨滅のため調整不明 10.0 
46 弥生土器 宣~ 磨滅のため調整不明 磨滅のため調整不明 12.8 
47 弥生土器 主主彊査 口:10条の回線文 口 :ナデ調整 8.0 

48 弥生土器 斐
口 :ナデ調整 口 :ナデ調整

18.3 
頚 :ハケ調整 頚 :ヘラケズリ

49 弥生土器 宜官E 口 :4条の回線文+刻み目 口 :刻み目 23.9 
頚 :ヘラミガキ? 頚 :ハケ調整?

頚 :ハケ調整後下半に列点

50 弥生土器 宝~ 文突帯 頚 :ナデ調整

妻帯下部に波状y
51 弥生土器 広口査 磨滅のため調整不明 磨滅のため調整不明 25.0 

52 弥生土器 広口査 磨頚滅:のため調整不明 磨滅のため調整不明 20.1 
l条の指頭圧痕文突帯

53 弥生土器 広口査 口 : ナデケ調調整整 口~頚 :磨滅のため調整不 23. 1 
頚 :ハ 明

54 弥生土器 受
口:ナデ調整+刻み目

磨滅のため調整不明 14.3 
体 :タタキ

55 弥生土器 斐
口 :ナデ調整 口:ナデ調整 17.4 
体 :タタキ+ハケ調整 体:ハケ調整後ナデ調整

56 弥生土器 聾
体 :ヘフケズリ?磨滅のた 体:ハケ調整 7.9 
め調整不明 底:指頭圧痕
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57 弥生土器 事a 口:刻み目 体 :ナデ調整 口~体:ナデ調整 30.0 

58 弥生土器 聾 磨滅のため調整不明 |体:ハケ調整 25.4 
59 弥生土器 高杯 口~体 :ヘフミガキ 口~体:へラ磨き 19.4 
60 弥生土器 高杯 脚 :ハケ調整 脚 :へフケズ リ 11. 8 

61 弥生土器 器台
脚:17条の凹線文、円形の

脚:ハケ調整後指頭圧痕 22.8 
透かし

62 弥生土器 査 口:波状文頚:ナデ調整 口 :櫛描文 16.9 

63 弥生土器 査 口 :刻み目 口 :円形浮文+扇状文 15.8 

64 弥生土器 壷
口 :刻み目

口~頚 :ナデ調整 27.0 
頚 :ナデ調整

65 弥生土器 宜士E 口 :刻み目 頭 :ハケ調整 口 :タタキ 16.8 
口:刻み目 口 :ナデ調整

66 弥生土器 宜士E 
頚 :ハケケ調調整整後後波直状線文文 頚 :ハケデ調調整整 18.1 
体 :ハ 体 :ナ

67 弥生土器 広口査
口~頚 :タタキ後ナデ調整 口~頚 :磨滅のため調整不

22. 1 
l条の指頭圧痕文突帯 明 頚 :ハケ調整

68 弥生土器 広口査
口 :3条の回線文

磨滅のため調整不明 20.7 
EE:波状文

69 弥生土器 広口査 磨滅のため調整不明 磨滅のため調整不明 25.6 

70 弥生土器 直口査
口 :刻み目 ハケ調整後ナ

磨滅のため調整不明 17.8 
デ調整

71 弥生土器 聾
磨滅のため調整不明

磨滅のため調整不明 16.2 
体 :タタキ

72 弥生土器 聾
口 :磨滅のため調整不明

磨滅のため調整不明 16.8 
体:ハケ調整

73 弥生土器 聾 磨滅のため調整不明 磨滅のため調整不明 30.2 

74 弥生土器 聾 体 :ハケ調整後指押さえ 体 :ナデ調整 7.4 

75 弥生土器 聾 体 :ハケ調整後ナデ調整 体 :ハケ調整後ナデ調整 7.6 

76 弥生土器 墾 体 :ハケ調整後ナデ調整 体 :へフケズリ 6.0 

77 弥生土器 墾 体:ハケ調整後ナデ調整 磨滅のため調整不明 7.5 
78 弥生土器 聾 磨滅のため調整不明 磨滅のため調整不明 7.0 
79 弥生土器 整 体 :ハケ調整+指頭圧痕 磨滅のため調整不明 14.7 
80 弥生土器 聾 体 :ハケ調整後ナデ調整 体:ヘラケズリ 10.0 
81 弥生土器 高杯 体 :凹線文 体 :ハケ調整 22.4 
82 弥生土器 高杯 磨滅のため調整不明 磨滅のため調整不明 15.0 

83 弥生土器 台付鉢
体 :ハケ調整後ナデ調整

体 :ヘラケズリ 10.2 5.4 4.0 
脚 :指押さえ

84 弥生土器 高杯 口:5条の回線文+刻み目

85 須恵器 杯蓋 天 :櫛描文 天~口 :ロクロナデ 14.2 

86 須恵器 杯蓋
天 :ヘフケズリ

天~口 :ロクロナデ 14.7 
口 :ロクロナデ

87 須恵器 杯葦
天 :へフケズリ

天~口 :ロクロナデ 13.3 
口:ロクロナテ守

88 須恵器 杯身
底 :へフケズリ

底~口 :ロクロナデ 12.0 5.2 
口 :ロクロナテ守

89 須恵器 杯身
底 :へフケズリ

底~口 :ロクロナデ 13.8 
口 :ロ クロナデ

90 須恵器 杯身
底 :ヘフケズリ

底~口 :ロクロナデ 13.4 
口:ロクロナテー

91 須恵器 杯身
底 :へフケズリ

底~口 :ロクロナデ 12.8 
口 :ロクロナテー

92 須恵器 高杯
脚 :ロクロナデ+方形透か

脚 :ロクロナデ 12.3 
し4か所

93 須恵器 高杯
脚 :ロクロナデ+透かしの

脚:ロクロナデ 8.4 
数不明

94 須恵器 斐
口 :ロクロナテー 口:ロクロナデ

18.4 
頚 :タタキ+カキ 目 頚 :ロ クロナデ+ナデ

95 土師器 杯 口~底 :ナデ調整 口~底:ナデ調整 10.0 4.5 
96 土師器 杯 口~底:ナデ調整 口~底:ナデ調整 10.6 3.8 

97 土師器 聾 口~体:ナデ調整
口 :ナデ調整

15.0 
体 :ヘラケズリ

円

/
山

内
《

υ



南丹区域農用地総合整備事業関係遺跡発掘調査概要

98 土師器 聾 口~体 :ナデ調整 口~体:ナデ調整 15.6 

99 土師器 聾 口~イ本 :ナデ調整
口:ナデ調整

24.0 
王杢:ヘラケズリ

100 土師器 甑
体~底 :ハケ調整+ナデ調

体~底 :ナデ調整
移

101 土師器 甑
口・底:ナデ調整 口~底 :ハケ調整+ナデ調

16.3 14.6 
体 :ハケ調整+ナデ調整 整

102 土師器 高杯 磨滅のため調整不明 磨滅のため調整不明 12.6 10.1 9.6 
103 須曹、器 杯蓋 口:ロクロナデf 口 :ロクロナデ 13.0 

104 須恵器 杯蓋
口:ロクロナデ

口~天 :ロクロナデ 14.6 
天:ヘラケズリ

105 須恵器 杯蓋
口:ロクロナデ

口~天:ロクロナデ 14.1 
天 :ヘラケズリ

106 須恵器 杯蓋
口 :ロクロナデ

口~天 :ロ クロナデ 14.8 
天 :へラケズリ

107 須恵器 杯蓋
口:ロクロナデ

口~天:ロクロナデ 15.4 4.1 
天:ヘラケズ リ

108 須恵器 杯蓋 口:ロクロナデ 口 :ロクロナデ 14.4 

109 須恵器 杯身
口 :ロ クロナデ

口~底 :ロ クロナデ 11. 2 
底 :へラケズリ

110 須恵器 杯身
口 :ロクロナデ

口~底 :ロクロナデ 12.2 
底:ヘラケズリ

111 須恵器 杯身
口:ロクロナデ

口~底:ロクロナデ 11. 8 4.8 
底 :ヘラケズリ

112 須恵器 杯身
口 :ロ クロナデ

口~底 :ロ クロナデ 13.5 4.5 
底 :へラケズリ

113 須恵器 杯身
口 :ロ クロナデ

口~底 :ロ クロナデ 12.4 3.4 
底:ヘラケズリ

114 須恵器 高杯
脚:ロクロナデ方形透か

脚:ロクロナデ 8.2 
し4か所

115 須恵器 高杯
脚:ロクロナデ方形透か

脚 :ロクロナデ 8.0 
し4か所

116 須恵器 杯 底 :ロクロナデ旦占企直宣 底 :ロ クロナデ 11. 8 
117 土師器 杯 磨滅のため調整不明 |体:指圧痕 12.0 5.0 
118 土師器 杯 体:指圧痕 口~体 :ナデ調整 12. 7 3.8 
119 土師器 杯 |磨滅のため調整不明 体:指圧痕 12.3 4.2 
120 土師器 墾 磨滅のため調整不明 壬杢:ハ土盟藍士へフケズリ 11. 5 16. 1 
121 土師器 斐 |体 :ハケ調整 体 :へフケズリ 14.0 

付表4 池上遺跡出土石器観察表

番号 器種 出土地点・層位
法量 (cm)

石材
左右 上下 厚み

122 石庖丁 S H140埋土 4.1 3.7 0.6 粘板岩

123 石庖丁 S H140埋土 3.2 5.2 0.5 粘板岩

124 石庖丁 包含層 4.5 5.2 0.6 粘板岩

125 石庖丁 S H108埋土 4.6 6.4 0.5 粘板岩

126 石庖丁 S H140埋土 4.0 5.2 3.5 粘板岩

127 石庖丁 包含層 5.2 7.7 0.6 粘板岩

128 石庖丁 包含層 7.3 4.0 O. 7 粘板岩

129 石庖丁 S H140埋土 4.9 10.2 1.0 粘板岩

130 石庖丁未製品 包含層 7.7 6.3 0.9 粘板岩

131 柱状片刃石斧 S H140埋土 1.8 7.9 0.9 粘板岩

132 扇平片刃石斧 S H01埋土 4.5 8.2 1.7 粘板岩

133 磨製石斧 S D157 6.7 9.2 2.2 砂岩

134 すり石 S H140埋土 9.5 12.0 6.8 砂岩

135 石錘 南 1区包含層 6. 1 12.0 6.4 砂岩

136 砥石 S H140埋土 2.2 3.0 1.1 砂岩

137 砥石 S H116埋土 4.3 11. 2 4.2 砂岩
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138 砥石 S H1l6埋土 13.1 15.6 3.2 砂岩

139 砥石 S H140埋土 12. 7 20.1 5.8 砂岩

140 打製石鍛 S H108埋土 0.8 2.7 0.4 サヌカ イ ト

141 打製石鍛 北 5区北東区包含層 1.3 2.4 0.4 サヌカイト

142 打製石鍛 南 4区包含層 1.4 2.5 0.3 サヌカ イ ト

143 打製石鍛 北 2区包含層 1.8 2.7 0.5 サヌカイト

144 打製石鍛 S H108埋土 1.0 2.2 0.6 サヌカイト

145 打製石鍛 南 3区包含層 2. 1 2.4 0.6 サヌカイト

146 打製石鍛 S H02埋士 1.4 3.7 0.4 サヌカイト

147 打製石鍛 南 3区包含層 1.5 4.3 0.5 サヌカイト

148 打製石鍛 表採 2. 1 3.9 0.8 サヌカイト

149 削器 表採 4.1 2.8 1.2 サヌカイト

150 ナイ フ形石器 S H1l5埋土 2.0 4.6 0.6 チャート

151 縦長剥片 S X162 4.1 5.2 0.7 チャート

152 剥片 南 1区包含層 4.2 4.6 1.2 サヌカイト

153 剥片 S H140埋土 7.6 5.2 1.9 サヌカイト

154 剥片 S H140埋土 4.0 9.3 1.9 サヌカイト

155 磨製石鍛 S H140埋土 1.2 2.2 0.2 粘板岩

156 磨製石鍛 S H1l6埋士 0.8 1.5 0.7 粘板岩

157 磨製石鍛 S H1l6埋土 1.5 3.1 0.3 粘板岩

158 磨製石鍛 S H108埋土 1.8 3.7 0.4 粘板岩

159 磨製石倣 南 5区包含層 0.9 1.7 0.9 粘板岩

160 磨製石鍛 S H140埋土 1.9 4.1 0.3 粘板岩

161 磨製石鍛 S H140埋土 2.0 4.7 2.5 粘板岩

162 磨製石鍛 S H01埋土 2.1 4.6 0.6 粘板岩

163 磨製石鍛 S K139埋土 2.0 4.7 0.4 粘板岩

164 磨製石鍛 S H108埋土 2.5 3.5 0.2 粘板岩

165 磨製石鍛 S H140埋土 2.7 3.9 0.3 粘板岩

166 磨製石剣 南 3区包含層 1.0 2.3 0.2 粘板岩

167 磨製石剣 S H140埋土 2.2 3. 1 0.5 粘板岩

168 磨製石鍛 表採 2.7 5.3 0.4 粘板岩

169 磨製石鍛 表採 2.6 1.2 0.3 粘板岩

170 磨製石剣 S H140埋土 2.5 6.9 0.4 粘板岩

171 磨製石剣 S H108埋土 2.4 6.8 0.9 粘板岩

172 磨製石剣 S H140埋土 2.9 8.0 0.4 粘板岩

173 管玉 S H140中央土坑 0.2 0.2 0.6 緑色凝灰岩

174 管玉未製品 S H02埋土 0.3 0.8 0.3 緑色凝灰岩

175 管玉未製品 S H02埋士 0.3 0.9 0.3 緑色凝灰岩角柱体

176 石針の石核か S H140埋土 1.8 0.8 0.3 玉髄

177 勾玉 北 3区包含層 1.0 2.1 0.7 ヒスイ

178 管玉未製品 表採 2.8 3. 1 1.1 緑色凝灰岩

179 臼玉 S H108埋土 4.5 4.5 0.2 滑石

180 臼玉 南西区包含層 4.5 4.5 0.3 滑石

181 臼玉 S H137埋土 4.5 4.5 0.2 i骨石

182 臼玉 S H137埋土 4.5 4.5 0.2 {骨石

183 臼玉 南西区包含層 0.5 0.5 0.4 滑石

184 臼玉 S H02埋土 0.5 0.5 0.3 滑石

185 勾玉 S H01埋土 0.7 0.9 0.3 滑石

186 有孔円盤 S H1l6埋土 1.6 1.2 0.3 滑石

187 紡錘車 S H02埋土 3.6 3.6 1.9 滑石
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(2)池上古里遺跡第 2 次

当初、今回調査した池上遺跡調査区の東方に、東西方向に細長いトレンチ(約1， 045m2)の重機

掘削を行った。人力掘削による排土置場として設定したトレンチ西南隅の一角125m2と、 トレン

チ東端における拡張部分80m2を拡張し、最終的に計1， 250ぱを掘削した。弥生土器や古墳時代の

土師器などの細片がわずかに包含される黒褐色粘質土層を重機によって除去したのち、黄褐色粘

質土層上層において人力による遺構検出を行った。遺構面は、上層の黒褐色粘質土の堆積以前に

著しく削平されてはいたが、弥生時代中期後葉の土器および古墳時代前期の竪穴式住居跡や柱穴

などを検出した。以下に主要遺構について概述したい。

1 .検出遺構

S H 12(第24図、図版第15) トレンチ中央付近北側で検出した。南北3.75m、東西2.5mを測

る長方形の平面プランをもっ。 埋土は暗褐色砂磯土が堆積していたが、遺存高がわずかに 5~

10cm未満で、あったため、断面から明確な床面を同定することはできなかった。暗褐色砂喋土を除

去すると、数個の柱穴と、 北東部分に不定形の土坑SX19、南西隅に南北50cm、東西75cm、床面

からの深さ43cmを測る隅丸方形の土坑SK18を検出した。SK18下層から、弥生時代中期後葉の

土器片(第25図3)が出土している。また、 SX19埋土からは古墳時代前半期と考えられる土師器

棄が出土している (第25図9)。 包含された土器細片からすれば、この方形竪穴式住居跡と考えら

れる遺構が、古墳時代前期に遡る可能性がある。規則性のみられない柱穴配列など、住居以外の

特殊な竪穴遺構である可能性も捨てきれない。

S H20(第23図、図版第15) トレンチ西側で検出した。南北4.2m、東西4.5mを測る正方形に

近い平面プランをもっ。埋土には、暗褐色砂質土が堆積していたが、 SH12同様、遺構遺存高が

10cmに満たないことから、床面はすでに削平されたものと考える。柱穴は 4本柱になると考えら

れるが、明確なのは北西区の 1基のみであり、ほかのものは非常に浅く、柱穴としては認定しが

たい掘形であった。顕著な出土遺物はみられなかった。

S H23(第24図、図版第15) トレンチ中央、 SH12南東で検出した。北半部分のみであったが、

東西5.75mを測る。北側壁に周壁溝がめぐる。埋土は暗褐色粘質土だが、遺構遺存高は 5cmに満

たなかったため、遺構の時期を推し量る遺物はみられなかった。南半部分検出のためのトレンチ

の拡幅を断念したが、北半部分に主柱穴と考えられる 2基の柱穴を検出し、四本柱の上屋構造が

想定される。平面形は、正方形のプランを持っていたものと考えられ、古墳時代のものであろ

つ。

S H24(第24図、図版第14) トレンチ東端で、 一部拡張して検出した。南北検出範囲 3m、東

西幅 4m、南半部の未検出部分は、トレンチ設定時の排水溝掘削によって破壊してしまったが、

ほぼ正方形に近い平面プランをもっ竪穴式住居跡である。4基の主柱穴が認められた。床面には
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第25図 出土遺物実測図(1)

比較的多数の遺物 (第25図 4~8 ・ 11 ~ 14、図版第16 ) が遺存 しており、この竪穴式住居跡が古墳

時代前期に遡るものであることがわかる。

2. 出土遺物(第25図 1~ 14、図版第16 )

出土土器についての詳細は、観察表(付表 5)に記した。第25図1・2はそれぞれ調査区西側P

27・26から出土している。3はSH12内の SK18から出土したが、古墳時代の竪穴住居内の土坑

に混入したものとみられる。3はSH12、 4 ~8 ・ 11 ~ 14は S H24から出土した。 9はSH12内、

S K19から出土した。古墳時代前半期の土師器が竪穴式住居跡の主要な遺物である。

(野島永)

まとめ

今回の調査地は、池上遺跡の南東隅にあたり、遺構密度は希薄になると想定された。また、東

側に隣接する池上古里遺跡は初めての面的な調査であり、両遺跡の関連を知る上でも重要で、ある

と考えられた。調査の結果、検出した遺構は、池上遺跡では弥生時代中期の竪穴式住居跡 2基、

nδ 
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南丹区域農用地総合整備事業関係遺跡発掘調査概要

付表 5 池上古里遺跡出土土器観察表

番号 器種 器形 外面調整 内面調整 口(復径原(径cm)) 器(残高存(c高m)) 底(復径原(径cm)) 

須恵器 杯 ヘラ削 り 回転ナデ (12.6) (4.65) 

2 須恵器 杯 ヘラ削 り 回転ナデ (13.5) (3.65) 

3 弥生土器 宝古E 
凹線+小口圧痕

ハケ+ミガキ (12.6) (6.5) 
+ミガキ

4 土師器 安本 不明 不明 13 5.9 

5 土師器 直杯 石塑 不明 不明 (8.5) 

6 土師器 高杯 ナデ+ミガキ ナデ+ミガキ 18.4 11. 5 
7 土師器 聾 不明 不明 (13.5) (3.6) 

8 土師器 聾 ハケ ナデ u4_.21 (6.5) 

9 土師器 警. ナデ ナデ (15.4) (10.2) 

10 弥生土器 聾 タタキ ナデ 5.3 (8.0) 

11 土師器 墾， ナデ ナデ (17.6) (4.3) 

12 土師器 聾 不明 不明 (15.4) (5.2) 

土坑2基、流路4条と古墳時代後期の竪穴式住居跡10基と古墳時代以降の掘立柱建物跡 l棟など

と遺構密度は高 く、弥生時代中期ならびに古墳時代後期の住居跡などの遺構が重複することが判

明した。第4・ 5次調査の成果でも、調査地の南側に遺構が集中する傾向があり、今回の調査地

付近に大型の住居が点在するなど、両時期において集落の中で重要な位置にあったと推察できる。

さらに南方約100mには西里遺跡が所在する。この遺跡は、道路工事時に発見された遺跡で、池

上遺跡と同様に弥生時代から奈良時代にかけての土器が散布する。池上遺跡が南方に広がる可能

性もあることから、関連を考える必要があり今後に期待される。

今までの調査は、 当遺跡を南北に縦断する形で実施されてきた。今回の調査は、遺跡南端部を

東西に横断する形での調査であり、遺跡の広がりを知る上でも良好な資料を得ることができた。

弥生時代の出土品では、良好な石製品に混じって玉作り関連のものも少量出土しており、弥生時

代の玉作 りの作業工程を示す資料も得た。また、古墳時代には、住居中央の床面が非常に硬く焼

けしま った部分を数か所確認しており、鍛冶炉の可能性が考えられたが、鍛造剥片などの検出に

は至らなかった。

また、隣接する池上古里遺跡からも弥生時代中期の土器片や古墳時代前期の竪穴式住居跡など

を確認したことから、池上遺跡だけでな く周辺に所在する池上古里遺跡や西里遺跡などとの関連

を考える必要がある。また、両遺跡の聞に自然流路(谷地形)を確認している。この谷地形は、弥

生時代には存在したが、古墳時代には埋没したと考え られ、この付近の地形が大きく変化したこ

とが判明した。

本遺跡は、弥生時代中期と古墳時代後期の丹波地域を知る上で重要な遺跡であり、検出した遺

構密度は予想を上回るものであった。このような点からも、再度、弥生時代から古墳時代にかけ

ての集落遺跡の広がりを検討する必要があると考える。今後の調査によ って、より 一層遺跡の性

格が解明されてい くと期待される。

(岡崎研一)
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注 l 明田郁美・明田喜代子・浅田サダ校 ・麻回志づ江 ・浅田昭三・天池佐栄子・井上聡 ・今福豊 ・大内

正美 ・大内ミユキ ・岡崎ヨシコ ・緒方優子 ・笠浪恒正・ 川端美恵 ・小寺明美・川勝千代・木村まさ

江 ・古賀友佳子・杉山雅之・宅問のり子・宅問正夫 ・宅問美津子 ・竹井実・竹上てる・東古昌樹・

中井優志・中川香世子・中川俊治 ・中島恵美子・西垣久江 ・西川きぬ子・西海みつ・西河美ゆき・

人見昭・平井和美・船築紀子・松下道子 ・松田早映子・松本貴宏・松本敏子・ 三村保彦・陸田初

代・森川敦子・森口亮・安田裕貴子 ・山岡匠平 ・山中道代(敬称略)

注 2 谷口悌 『八木町遺跡地図 町内遺跡詳細分布調査報告書-j八木町教育委員会 1997 

谷口悌『池上遺跡発掘調査概要一第 2次調査一j八木町教育委員会 1998 

注 3 田代弘ほか 『太田遺跡j( r京都府遺跡調査報告書』第 6冊 (財)京都府埋蔵文化財調査研究セ ンタ

一) 1986 

注4 野々口陽子「余部遺跡第 2次発掘調査概要J( r京都府遺跡調査概報J第81冊 (財)京都府埋蔵文化

財調査研究センター) 1998 

注 5 八木町教育委員会「池上遺跡発掘調査報告書一第 3次・第4次調査-j ( r京都府船井郡八木町文化

財調査報告』第6集) 2000 

注 6 野島永ほか「鹿谷遺跡発掘調査概要J( r京都府遺跡調査概報J第52冊 (財)京都府埋蔵文化財調査

研究センター) 1993 

注 7 三好博喜 『天若遺跡j( r京都府遺跡調査報告書』第20冊 (財)京都府埋蔵文化財調査研究センタ

一) 1994 

注8 鵜島三書 「国道 9号バイパス関係遺跡平成 2年度発掘調査概要(1)八木嶋遺跡第 2次J( r京都府遺

跡調査概報J第46冊 (財)京都府埋蔵文化財調査研究センタ ー) 1991 

注 9 沢田弘「八木町の城J( r郷土誌八木j第4号(特集号) 八木史談会) 1993 

上島享「池上院と神護寺・丹波国府J( r郷土誌八木』第10号 八木史談会) 2000 

細見末雄 『丹波の荘園』名著出版 1980 

注10 中川和哉ほか「池上遺跡第 5次発掘調査概要J( r京都府遺跡調査概報』第91冊 (財)京都府埋蔵文

化財調査研究センター) 2000 
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2.府営ほ場整 備事業(三俣地区 )
関係遺跡発 掘 調 査 概 要

はじめに

杉北遺跡は亀岡市旭町杉・樋ノ口に所在する奈良 ・平安時代を中心とした集落遺跡である。里

遺跡、は同旭町美濃田に所在する弥生時代から中世に至る複合遺跡である。

当該地に府営ほ場整備事業(三俣地区)が計画されたことから、遺跡に影響を及ぼす地点につい

て亀岡市教育委員会が試掘調査を行い、遺構が確認された地点を中心として亀岡市教育委員会、

京都府教育委員会が調整を図り、調査範囲を確定した。 また、その範囲の発掘調査を京都府南丹

土地改良事務所の依頼を受けて当調査研究センターが実施することになった。

杉北遺跡第7次調査は、旭町樋ノ口において古墳時代の住居跡が確認されたことから、平成13

年7月4日から 8月20日まで、調査面積約600m2を、里遺跡第2次調査は、旭町大通において奈

良時代の建物跡が確認されたことから、平成13年8月23日から10月9日まで、約600m2を、里遺跡

第3次調査は、旭町森本において弥生・古墳時代の竪穴式住居跡が確認されたことから、平成13

年11月22日から12月20日まで約200m2の調査を実施した。

本概要は、杉北遺跡第 7次調査・里遺跡第2次調査について報告するものであり 、里遺跡第3

次調査については次年度以降、改めて報告する。

第26図 杉北 ・里遺跡調査地位置図(1125.000)

-41-

現地調査は、調査第 2課課長補佐兼調

査第 l係長水谷需克、同主任調査員戸原

和人、同調査員松尾史子、第2係主任調

査員小池寛が担当した。調査にあたって

は亀岡市教育委員会や京都府教育委員会

をはじめとする関係諸機関や地元旭町自

治会、関係区の区長の方々から多大なご

協力を得た。また、寒暑の中、作業員と

して参加し、ただいた地元住民の方々、調

査補助員、整理員には記して感謝の意を

表しぶL。

なお、調査に係る経費は、全額京都府

南丹土地改良事務所が負担した。

(水谷書克)
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(l);211遺 跡 第 7次

今回の調査地は旭町樋ノ口93(第 lトレンチ). 94 (第2トレンチ)・95(第4トレンチ). 100 (第

3トレンチ)番地を対象とした。杉北遺跡の所在する旭町の樋ノ口周辺は、遺跡の東で標高613.7 

mの三郎ヶ岳を頂とした南北に連なる山稜に端を発する三俣川水系によ って形成された扇状地形

を呈している。また、 三俣の地名が由来する 3条の河道は北から現在の三俣川のほか、本調査地

の西と東に地形図から読み取ることができる。これらの河道は、氾濫を繰り返しながらその流れ

を替え、現在の景観を形成している(第27図)。

1 .調査の概要

今年度の調査では、当初4か所にトレンチを設定した。第 lトレンチは、 平成12年度に亀岡市

第27図 調査 トレ ンチ配置図
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府営ほ場整備事業(三俣地区)関係遺跡発掘調査概要

教育委員会によって試掘調査され、 6世紀前半頃の竪穴式住居跡が検出された第 9トレンチを含

むトレンチで、溝やビットを検出した。第2トレンチでは、中世の遺物を出土するピットを検出

している。

第3・4トレンチでは、耕作土、床土の下には洪水の堆積による砂や牒層が被っており、遺

構 ・遺物は検出できなかったため、第 1. 2トレンチの聞を拡張して、調査を行った。

調査の結果、古墳時代の竪穴式住居跡3基、鎌倉・室町時代の掘立柱建物跡4棟、溝や柱穴な

どを検出した。

(1)検出遺構

溝跡SD02 調査地の中央南寄りで検出した南北溝である。幅1.5~3. 5m、深さ約O.lmを7.2

mにわたり検出した。溝内からは、土師器片が出土したが時期を確定できるものはなかった。

竪穴式住居跡SHOl 調査地の南西で検出した。住居跡の規模は、南北約4.4m、東西約5.0m

を測り、平面形は方形を呈する。検出した住居の内側には、壁面にそって幅約lOcm、深さ約lOcm

の周壁溝がめぐっている。また、住居の東側の中央部には，馬蹄形状の焼土が広がっており 、この

場所には幅約O.8mの竃が築かれていたことが明らかになった。住居の埋土中からは、須恵器の

査や土師器片が出土している。

- x・-102，300

ー司 X__102，310 

Y_-39，840 I l
 

nU 3
 

0
0
 

内ヨ3
 

• V白

第28図検出遺構平面図
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竪穴式住居跡 SH08・09 調査地北辺で、その 1辺もしくは 2辺を検出したが、規模は不明で

ある。出土遺物は無い。

掘立柱建物跡S804 調査地の西寄りで検出した桁行約7.5m、梁間約3.6mを測る総柱の建物

である。南北3問、東西 2間の建物で、建物の主軸方向はN-34030' -Eである。柱の掘形は直径

がO.3~0.4m で、 O. 2~0. 3mの深さを測る。柱聞は、桁行で約2.0m、梁間で約1.8mを測る。東

のl間は1.6mと他の柱間より狭く、土庇と考えられる。柱穴内からは、 P-9から瓦器椀や土師

器の皿、羽釜などが出土した。

掘立柱建物跡S805 掘立柱建物跡SB04の東で検出した桁行約10.0m、梁間約7.5mを測る

総柱の建物である。南北4問、東西3聞の建物で、建物の主軸方向はN_330 40' -Eである。柱穴

の掘形は直径がO.3~0.4mで、 O. 2 ~ 0. 4mの深さ測る。柱聞は、桁行が長く約2.5m、梁間で約

2.0mを測る。東の l聞は1.5mと他の柱間より狭く、土庇と考えられる。柱穴内からは、 P-l

から土師器小皿、瓦器椀が、 P-55から土師器小皿、丹波産の瓦器椀、中国製の青磁が、 P-203

から中国製の白磁椀などが出土した。
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第29図掘立柱建物跡SB04実測図
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掘立柱建物跡 S B06 調査地の中央で検出した桁行約9。 Om、 梁間約H.5mを測る総柱の建物

である。東西 5間、南北 5間の建物で、建物の主軸方向はN-36° 40′ ―Eである。柱穴の掘形は直

径が約0。 3mで、0.1～ 0。 3mの深さを測る。柱間は、梁間が長 く約2.3m、 桁行では約 1。 8mを測

る。南辺の柱列は全体に細 く、庇の柱列と考えられる。柱穴内からは、 P-89か ら緑釉陶器の椀

や、瓦器皿、土師器の皿などが出土 した。

掘立柱建物跡 S B07 調査地の南東で検出した南北約4。 2m以上、東西約 11。 6mの総柱建物で

ある。柱は南北 2間 、東西 5間分を確認 したが、建物はさらに調査地の南に広がると考えられる。
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第30図  掘立柱建物跡 S B05実測図
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第32図掘立柱建物跡SB07実測図

柱穴は直径が約0.2mで、約0.2mの深さを測る。柱間の距離は、東西が長く 2.3m、南北では1.8

mを測る。柱穴内からは、P-98から土師器小皿、瓦器椀片が、P-107から土師器小皿、P-108 

から土師器小皿などが出土した。

(2)出土遺物(第33図、図版第20)

今回の調査で出土した遺物は、古墳時代の土師器 ・須恵器、平安時代の緑柚陶器、鎌倉 ・室町

時代の瓦器椀類 ・土師器類 ・貿易陶磁器類が中心である。

遺構内からの出土遺物としては、竪穴式住居跡SH01の埋土内から須恵器査の口縁部片(23)が

出土している。掘立柱建物跡SB04では、 P-9の柱穴内に柱抜き取り後、土器を埋納しており、

瓦器椀(14・15)、瓦質の羽釜(16・17)などが出土している。14は口径14.3cm、器高6.0cmを測り、

15は口径13.2cm、器高4.0cmを測る。16は口径21.3cm、17は口径15.6cmを測る。掘立柱建物跡S

B05では、 P-1から土師器小皿(9)、瓦器椀(12)が、 P-55から土師器小皿(8・10)、瓦器椀(11)

とともに青磁椀(13)、白磁椀(19・20)などが出土している。8~ 10は、口径9. 4~ 10. 4cm、器高

1. 5~ 2. Ocmを測り、 11は口径153cmを測る。掘立柱建物跡SB06からは、瓦器皿(1)、土師器小皿

(2)、緑紬問器椀(18)などが出土している。 lは、口径9.0cm、器高1.5cm、2は口径9.5cm、器高

1.5cmを測る。掘立柱建物跡SB07では、 P-98から土師器小皿(3・6・7)が、 P-107から土師器

小皿(5)が、P-108から土師器小皿(4)が出土している。出土した土師器小皿は、口径7.6~8 . 2cm、

ウ
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第33図 出土遺物実測図

1 . 2・18:S B06 3 ~ 7 : S B07 8 ~ 14 ・ 19 ・ 20 : S B05 

15~ 17: S B04 23: S H01 21・22:包含層

器高1.1cmの3・6と口径9.0cm、器高1.6~ 2. Ocmの4・5、口径10.O~ 10. 2cm、器高1.6~2 . Ocm 

の 7・8に大別 される。

2.まとめ

今回の調査では、古墳時代の竪穴式住居跡3基と鎌倉 ・室町時代の掘立柱建物跡4棟などを検

出した。杉北遺跡では、平成9・10年度に行われた京都府教育委員会と亀岡市教育委員会の調査
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によって、今回の調査地の南西約500mで、古墳時代の竪穴式住居跡が8基検出されている。こ

れらの竪穴式住居跡は、北東から南西に流れ出した旧三俣川の自然堤防にそって営まれていたと

考えられる。

また、旧三俣川の自然堤防上には、古来からの周山街道が里道として残っており、鎌倉・室町

時代の掘立柱建物もこの方向に沿って建てられていた。SB04~06はそれぞれ庇部分や軒部分で

重複しており、時期差があるものと考えられる。

(戸原和人)

(2)里遺跡第 2次

1.調査の概要

里遺跡では、亀岡市教育委員会の試掘調査に より、調査地一帯に奈良時代の掘立柱建物跡群が

存在することが確認されたため、最も遺構が密集する部分を中心に面的な発掘調査を実施した。

今回、実施した調査地の遺構検出面は、標高約117mを測り、ほぼ平坦面を呈している。検出

した遺構には土坑や溝などがあり、調査地のほぼ全面において円形ないし方形の柱穴を検出して

いる。柱穴の分布には部分的な粗密がみられるが、調査地周辺には、同様な平坦面が広がってい

ることから、未調査部分の広い範囲に掘立柱建物跡群を中心とした諸施設が存在する可能性が指

摘できる。

(1 )検出遺構

検出した柱穴群から確実に復原できる掘立柱建物跡の棟数は、わずか 5棟であるが、 トレンチ

西端では、後述する掘立柱建物跡4とおおむね同ーの主軸を有する 2間分の柱穴列を確認してお

り、掘立柱建物跡である可能性も指摘できる。

以下、 主要な検出遺構について概観しておきたい。

掘立柱建物跡 lは、一辺1.1mの方形掘形をもっ柱穴によって構成される東西棟である。南北

l間(2.3m)以上、東西 3間(8.4m)以上の規模に復原でき、建物の主軸は、座標北から980東に

振っている。梁聞の南東隅の柱穴が、掘立柱建物跡の復原線からわずかにずれるが、柱穴の規模

や深度が酷似していることから、一連の掘立柱建物跡を構成する柱穴として認識できる。

掘立柱建物跡 2は、直径O.6mの円形ないしは問丸方形の掘形をもっ柱穴によって構成される

南北棟である。桁行 3間(7.6m)、梁間 2問(5.2m)の規模であり、主軸は、座標北から 90西に

振っている。柱間距離は、 8尺(2.4m)である。なお、掘立柱建物跡2の東側には、桁行と同じ

距離を有する柱列を l条検出しており、掘立柱建物跡2に付随する庇か柵として認識できる。

掘立柱建物跡3は、 一辺O.7mの方形の掘形をもっ柱穴によって構成される南北棟である。桁

行4間(7.6m)、梁間 2間(5.2m)の規模に復原でき 、主軸は、座標北から 9。西に振っている。

柱間距離は、桁行が1. 5m、梁聞が2.4~2 . 6mを測る。
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-焼土 _?=斗;ごとこ RF 先に述べた掘立柱建物跡2と比較すれば、梁間お

よび桁行はほぼ同一規模である。が、掘立柱建物跡

?J2の桁行の柱聞が、 3間であるのに対して、掘立柱

‘h・f¥r:建 3の
いる。なお、両掘立柱建物跡は隣接しており 、同時

に併存したか否かについては、事例研究などを通し

て検討する必要があるが、同一規模でありながら、

柱聞が異なっている ことは、各々の掘立柱建物跡の

使途と密接な関係があると思われる。

掘立柱建物跡4は、一辺O.6mの方形掘形をもっ

柱穴に よって構成される東西棟である。桁行 3間

第36図土坑48実測図 (6.0m)、梁間 2間(4.6m)の規模であり、建物の主

軸は、座標北から730東に振っている。柱間距離は、桁行が7尺(2.1m)、梁聞が同じく 7尺(2.1 

m)を測る。

掘立柱建物跡 5は、一辺O.6mの方形の掘形をもっ柱穴によって構成される建物跡である。桁

行 2間以上(3.8m)、梁間 2間(3.8m)の規模に復原でき、建物の主軸は、座標北から790東に振

っている。

土坑48は、南北約3.7m、東西約 3mの隅丸長方形の平面プランを有し、ほぼ中央に iUJ字

形の竃をもっ。床面の北半と南半の高さは、北半が約O.2m高く 、通有に見られる竪穴式住居跡

とは床面の様相が著しく異なっている。また、周壁溝も存在しないことから煮炊に使途した施設

である可能性が指摘できる。

(2)出土遺物

出土遺物には、縄文時代の石鍛、弥生時代後期から古墳時代前期の土器、奈良時代の土師器お

よび須恵器、鎌倉時代の瓦器などがある。

1 . 3 ~ 5は弥生土器の歪である。口径および口縁部の形状が各々異なっているが、弥生時代

後期に比定できる特徴をもっている。2は、口縁端部内面が肥厚し、体部をハケにより調整する

重である。古墳時代前期に比定できる。

8 は、内面に暗文が観察できる土師器の杯である 。 10~15は、 須恵器の蓋である 。 口径は各々

異なるが、口縁端部の断面形態が逆三角形状を呈する共通の特徴が見られる。

18~2 1 は須恵器の杯A 、 22~ 25は、須恵器の杯B である。

27は、口径12.0cmを測る瓦器椀である。外面の一部に暗文が観察できる。

28は、チャート製の石鍛である。29は、直径4.1cmの滑石製の紡錘車で、ある。

2.まとめ

今回の発掘調査では、 奈良時代に比定できる掘立柱建物跡とそれに付随する土坑などを検出し
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た。周辺域では初出の遺構群であり、奈良時代における当地の歴史的環境を考察するうえで、基

礎資料を得ることができた。 特に、掘立柱建物跡 1 ~ 5 は、奈良時代の一般的な集落のありかた

と少なからず様相が異なっており、その性格については、今後とも継続して検討する必要がある。

なお、包含層から出土した弥生土器や奈良時代の柱穴から出土した古墳時代前期の古式土師器

は、すでに消失した遺構が存在したことを示唆している。

(小池寛)

おわりに

今回、府営ほ場整備事業にともない発掘調査を実施した杉北遺跡第 7次 ・里遺跡第 2次調査は、

それぞれの遺跡範囲内において遺構に影響を及ぼす限られた地点での調査であったが、事実報告

で述べたように貴重な成果を得ることができた。初出の考古資料も含んでおり、今後近隣での調

査で、当該地域の歴史的環境を復原する際の基礎的な資料となれば幸いである。

注l 青木政幸 ・天池佐栄子・西村治郎 ・山口卓也 ・宅間のり子 ・森口亮・杉原実 ・緒方信幸・金原寿

江-山本茜・高田真由美 ・関口睦美 ・田中美恵子 ・藤井矢寄子・柿谷悦子・松元須代 ・原野実子 ・

木村まさ江 ・平井房枝・山下秋雄 ・山下春子 ・平井良子 ・東前愛子・大内ミユキ ・川勝亮三 ・大内

照子 ・西尾節子 ・川勝丘司 ・平井照子 ・平井啓次・中野ゆかり・園府貴志 ・中本隆夫 ・平井賢次・

平井厚生 ・川勝朗正 ・川勝一真 ・川勝清美 ・蔭山喜市・石田栄・園府シゲノ

注2 亀岡市教育委員会「杉北遺跡発掘調査報告書 第 l次調査 ・第2次調査J( r亀岡市文化財調査報告

書第53集J) 1999 
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3. 内里八丁遺跡第 16・17次発掘調査概要

1 .はじめに

内里八丁遺跡は八幡市大字内里小字八丁 ・中島 ・日向堂に所在する。これまで、第二京阪自動

車道(京都南道路)の建設工事に先立つて、当調査研究センター、京都文化博物館による調査が実

施されてきた。今回の発掘調査は第二京阪自動車道にアクセスする府道八幡木津線整備事業に伴

い、京都府土木建築部の依頼を受けて実施した。

調査対象地は南北に延びる第二京阪自動車道を挟む東西の 2か所(内里小字今福・日向堂)に分

かれ、東側の地区をA地区、西側の地区を B地区と呼称することとした。なお、調査次数につい

ては、八幡市教育委員会が調整を図り、文末の付表 lに示すとおり整理された。

第16次調査は平成12年12月20日から平成13年2月27日にかけて実施し、 A地区の試掘調査を実

施するとともに、 B地区の上層遺構(中世以降)を中心とした面的調査を実施した。

第17次調査は平成13年4月18日から 9月27日にかけて、 A地区の面的調査および、 B地区の中

世以前の遺構の調査を実施した。調査面積はA地区約800m2、B地区約900m2、計約1，700ばであ

る。現地調査は、調査第 2課課長補佐兼調査第 1係長水谷書克、専門調査員石尾政信、調査員石

崎善久が担当した。

調査は重機にて表土を掘削することから開始し、その後、人力で包含層の除去作業、遺構の掘

削作業を行った。写真撮影、遺構実測作業は適宜行った。 また、B地区の飛鳥~平安時代の遺構、

B地区の弥生時代を中心とする遺構については空中写真撮影を行った。平成13年9月20日には現

地説明会を実施し、約60名の参加を得ることができた。

本概要報告で用いた座標は国土座標第 6座標系、方位は座標北、標高はT.P.である。遺構番

号については現地作業段階で付した番号、略号を踏襲している。

調査に際しては関係諸機関からご教示、ご指導を得ることができ、 また、補助員 ・整理員とし
{注 1)

て参加していただいた方からも多数のご助力をいただくことができた。記して謝意を表したい。

なお、調査に係る経費は、全額、京都府土木建築部が負担した。

2.位置と環境

八幡市は山城盆地の西南部に位置し、西辺から南辺を男山正陵から連なる正陵部が占め、 北東

部には木津川により形成された沖積平野が広がる。また、木津川北部には、かつて淀川水系の遊

水池として機能した巨椋池が存在していた。内里八丁遺跡は、このうち、木津川南岸の平野中心

部に位置し、旧木津川により形成された自然堤防上に立地する。

八幡市域を中心とした遺跡の動向について概観すると、旧石器時代に属するものとして、ナイ

ph
d
 

ph
d
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フ形石器が出土した荒坂遺跡、宮ノ背遺跡がある。縄文時代の遺跡は、現在の所、後期とされる

石錐が出土した金右衛門垣内遺跡、 晩期の土器が出土した内里八丁遺跡が知られる。弥生時代に

なると遺跡数は大幅に増加する。中期の集落として内里八丁遺跡、金右衛門垣内遺跡が、方形周

溝墓群として幸水遺跡が知られている。後期段階では丘陵部に立地する幣原遺跡 ・西ノ口遺跡 ・

1.内里八丁遺跡

7.今里遺跡

13.河口扇遺跡

19.西車塚古墳

25.幸水遺跡

30.狐谷横穴群

35.荒坂遺跡

第38図調査地周辺遺跡分布図(1/50，000)

2.上奈良遺跡 3.上津屋遺跡 4.上奈良北遺跡 5.出垣内遺跡

8.木津川河床遺跡 9.内里五丁遺跡 10.新田遺跡 11.魚田遺跡、

14.嶋遺跡 15.石不動古墳 16.西山廃寺 17.平野山瓦窯

20.東車塚古墳 21.志水廃寺 22.中の山遺跡 23.幣原遺跡

26.西ノ口遺跡 27.金右衛門垣内遺跡 28.本郷遺跡

31.宮ノ背遺跡 32.女谷横穴群

36.大住車塚古墳 37.大住南塚古墳

33.荒坂横穴群

38.女郎花遺跡

6.下奈良遺跡

12.戸津遺跡

18.茶臼山古墳

24.ヒル塚古墳

29.王塚古墳

34.美濃山廃寺
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宮ノ背遺跡 ・中の山遺跡、平野部に位置する木津川河床遺跡・内里八丁遺跡を挙げることがで

きる。

古墳時代には男山丘陵を中心に多くの古墳が築造された。前期後半とされる石不動古墳、茶臼

山古墳、西車塚古墳、東車塚古墳、大住車塚古墳、大住南塚古墳などは木津川西岸を代表する前

方後円墳、前方後方墳である。中でも茶臼山古墳出土の阿蘇溶結凝灰岩製の石棺は畿内ヤマト政

権との関連を物語る資料として注目される。前期末から中期初頭頃にはヒル塚古墳が首長系譜を

ヲ|く前方後円墳として知られる。内部主体には 2基の粘土榔が採用され、鏡のほか、多数の武器

類が副葬されていた。これ以降、大型古墳は築造されなくなる。後期段階では、女谷横穴群、狐

谷横穴群、荒坂横穴群など横穴墓が、美濃山丘陵を中心に多数築造される。丘陵の斜面を中心に

密集して造墓される様相は、造墓に関して強い墓域規制を受けたものと推される。また、横穴式

石室墳が確認されていない点も、この地域の特徴といえよう。古墳時代の集落としては、前期の

木津川河床遺跡、内里八丁遺跡、女郎花遺跡が知られるが、豪族居館と考えられる遺構は未検出

である。中 ・後期では内里八丁遺跡を挙げることができる。

飛鳥~奈良時代の遺跡として、寺院遺跡である美濃山廃寺、志水廃寺、西山廃寺が知られる。

このうち、志水廃寺、西山廃寺は堂、塔跡や近接する瓦窯が確認され、 7世紀後半~末頃の創建

年代が考えられている。美濃山廃寺は瓦の出土が確認されているものの、明確な寺院に関連する

遺構は未確認である。集落としては、内里八丁遺跡、上奈良遺跡、荒坂遺跡、女郎花遺跡などが

知られている。このうち、内里八丁遺跡では今回の調査も含め瓦が多数出土しており、北に近接

する上奈良遺跡は、その地名から『延喜式j内膳司条に記載された 「奈良園」の候補地として注

目され、則天文字を記すものなど多数の墨書土器が出土している点から見ても一般集落とは考え

にくい。このほか、生産遺跡として、摂津四天王寺に創建瓦を供給した平野山瓦窯の存在も注意

される。

平安時代には男山正陵の先端付近に石清水八幡宮が創建される。これ以降、門前町として発達

した地域が現在の市街地部分となったものと見られる。一方、市域北東部の平野の大半は八幡宮

領の荘園となるようである。内里八丁遺跡の周辺部分も「奈良園jを引き継いだ「奈良荘」の一

部に相当していた可能性が指摘されている。

3. 卜レンチの配置

今回の調査地は、第二京阪自動車道に隣接する 2か所の地点に設定した。東に設定したトレン

チを17Aトレンチ、西に設定したトレンチを17Bトレンチとして報告する。

17 Aトレンチは中央に用水路が既設されていたため、南北2か所に分けて設定した。北を17A 

北トレンチ、南を17A南トレンチとする。

これらを、過去の調査区と対比させると 、17Aトレンチは、第二京阪F地区の南東に近接し、

17Bトレンチは、第二京阪C地区の南西部にそれぞれ近接して設定したこととなる。
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第39図調査区配置図

4. 17A地区の調査概要

(1)基本的層序(第40図)

基本的な層序は南北両トレンチとも同様であり、上層から、耕作土、暗茶灰色粘質土(洪水

主旦豊里

1.耕作土

2.暗茶灰色粘質土

3. i炎茶灰色砂質土

4.暗灰褐色粘質土

5. i炎青灰色砂質土

6. i炎灰褐色砂質土

7.暗青灰色砂質土

8.淡灰色砂質土
8 

。 2"、

第40図 17 A地区土層模式図

砂?. 2次的堆積土)、淡茶灰色砂質土(島畠盛

土)、暗灰褐色粘質土(島畠形成以前の堆積層)、

淡青灰色砂質土(下層遺構ベース面)、淡灰褐色

砂質土、暗青灰色砂質土、淡灰色砂質土の順で

あり、暗青灰色砂質土以下は湿地状自然堆積層

であると考える。

(2)上層遺構(第41図)

17 A地区では上層遺構として、島畠を 4か所

口
δ

F
h
d
 



検出した。17A南 トレン

[:』 ]よ:lt詈[li   l:

3)、 17A北 トレンチでは

東西方向の島畠を 1基 (島

畠 4)検出した。島畠 1は

幅 6m以上を測る南北方 Y=-23,譴 0

向に長い島畠と考えられ

る。島畠 2は 幅12mを 測

り、南北方向に主軸をと

る。島畠上面では多数の

素掘 り溝 を検出した。 tt Y=-23,800

畠 3が幅13mを演Jり やは

り南北方向に主軸をとる。

島畠上面では素掘 り溝お

よび浅い土坑状の遺構 を

検出した。これら土坑状
Y=-23,790

の遺構は、本来素掘 り溝

であったものが削平され、

底部の深い部分のみが遺

存 したものと考える。

島畠 4は 南 トレンチで =~23,780

検出 したものと方位 を異

にし、東西方向に主軸を

とる。その規模は東西36

m以上、南北 3m以上を
Y=-23,770

測 る。

この トレンチの東側で

は島畠を確認することは

できず、島畠群の東端 を

確認 したものと見られる。

これら島畠の造成時期

は不明であるが、島畠盛

土層および、島畠上に残

された耕作痕 と考えられ

内里八丁遺跡第16017次発掘調査概要

第41図 17A地区上層遺構平面図 (1/300)
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る素掘り溝内から出土し

|た瓦器片から、 12世紀後

半以降に造成されたもの

と見られる。

(3)下層遺構(第42図)

3 ・4層を除去した

段階で検出した。検出

面はおおむね 5層上で

あるが、南北両トレン

チとも東側には 5層の

堆積が認められず 6層

上で検出した。

遺構は南北方向の素掘

り溝、不整形な溝のほか、

ピット、土坑などがある。

また、北トレンチでは素

一一 掘りの井戸 l基(S E 05) 

を検出した。

井戸 SE 05は 1辺約

1.3mを測る平面隅丸正

方形プランを呈し、検出

一一 面からの深さは約1.5m

を測る。埋土にはブロッ

ク状のシルトや粘質土が

認められ、廃絶時に埋め

戻されたものと判断され

る。埋土中から土師器片

が出土しており、平安時

代後期には埋め戻された

ものと考える。

素掘り溝群は上層に堆

積する第4層が流入して

|おり、人為的に埋め戻さ

20mれたのではなく、自然に

埋没したものと判断され第42図 17A地区下層遺構平面図(1/300)
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る。ピットや土坑は、いずれもこの素掘り溝群を切って検出された。

これより下層は、重機による深掘りを行ったところ、砂層とシルトの互層を呈しており、部分

的に有機質堆積層が認められる状態であった。以上のような状況から、この地区周辺は、本来、

湿地であり、平安時代後期段階で初めて耕作地として土地利用が開始され、居住地として利用さ

れることはなかったものと判断する。

(4)出土遺物(第43図)

17 A地区出土遺物は細片化したものが多く、また、遺構に伴うと考えられるものもほとんどな

い。大部分が島畠を形成する盛土内に包含されていたものと考える。そのうち主要なもの24点を

図示した。

1 ~ 7・23は島畠 2・3聞の低位部分から出土した。 1は青磁椀である。器壁は薄く口縁端部

をわずかに外反させる。2は灰柚椀である。断面三角形の高めの高台を持つ。3・6は土師器皿

である。3は「て」字状口縁を有する。6はわずかに外方に開く口縁形態を呈する。4は手担ね

の土鈴である。5は手担ねのミニチュア土器と考えられる。4・5とも白色の胎土である。7は

染付皿である。23は平瓦である。焼成は軟質で裏面に縄目タタキが観察される。

8・9は島畠 3の東低位部分から出土した。8は須恵器壷の口縁、 9は土師質の羽釜である。

10は17A南トレンチ島畠 3の西裾部溝内から出土した緑柚皿である。粕は薄く、光沢のある淡
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緑灰色を呈する。

11 . 13は島畠 2上の素掘り溝、12は島畠 3上の素掘り溝から出土した。11は瓦器椀である。磨

耗が著しいが、調整は内面のみにミガキが認められる。13は須恵器鉢である。12は黒色土器椀で

ある。高い輪高台を有し、内外面ともミガキが認められる。

1 4 ~ 18は島畠 3を構成する盛土層から出土した。14は須恵器椀の底部である。削り出しの平高

台を有する。15は白磁皿の底部。16は須恵器杯の底部。17は瓦器椀である。磨耗が著しく 、調整

が不明瞭であるが、口縁端部に段を持つ。18は土師器皿である。口縁を外上方にのばし端部をつ

まみ上げる。

1 9 ~ 22 ・ 24は島畠 4 周辺の低位部分から出土した。 19は土師器皿、 20~ 22は須恵器である 。 24

は元豊通賓であり 1078年初鋳の北宋銭である。

5. 178地区の調査概要

17B地区では、弥生時代後期から中世以降にわたる各時期の遺構を検出した。遺物は現在把握

している限り、弥生時代中期~近世に及ぶ各時期の遺物の存在を確認している。調査に際しては、

これらの遺構を遺構面ごとに把握するように努めたが、当地区の土色の変化は極めて判断が付き

にくく、さらに下層の面で上層の遺構を確認するような状況もあった。従って、必ずしも同一面

で検出した遺構が、同一遺構面上の遺構とは言い切れない状態にある。出土遺物の全容について

も、十分把握し切れていないため、ここでは概略的に時期をおって説明を行う 。

(1)中世以降(第 l遺構面)

遺構(第44図) 1 7B 地区では、島畠を 3 基検出した。 西に位置するものから島畠 1 ~3 と呼称

する。

これらの島畠は、いずれも周辺を溝状に掘削し、その際生じた廃土を盛り上げ、畑地として利

用し、掘削して大きな溝状となった部分を水田として利用したものと思われる。

なお、調査に際し、島畠の盛土の大部分は重機によって除去したため、島畠そのものに伴う耕

作痕などは認められなかった。

島畠 1と島畠 2の問、溝状に掘り込まれた部分では島畠の裾に沿う形で複数の溝を検出した。

また、中央部分は全体に浅く掘り窪められており、いわゆる稲株痕跡を複数確認した。この中

央の掘り窪められた部分が水田部分であり、島畠の裾部に設けられた溝は水利に関する施設と

考える。

島畠 l・2間の溝状遺構からは多数の須恵器、土師器、瓦器、黒色土器などが出土したが、周

辺からの混入であろう 。島畠の形成時期については遺構の切り合いや、その分布状況などから検

討する必要がある。また、後述する溝SD257の状況から平安時代末まで遡る可能性を考える。

(2)中世遺構面(第2遺構面)

遺構(第45図) この時期の遺構としては、掘立柱建物跡5棟以上、井戸3基、耕作痕と思われ

る素掘り溝群がある。
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第44図 17B地区第 l遺構面遺構平面図(1/300)

掘立柱建物跡群は総柱のものと通有のものの 2種類が認められ、現状では 5棟を復原している。

また、素掘りの柱穴以外に、柱穴内に根石を持つものも認められた。また切り合い関係から見て

下層の素掘り溝群が掘立柱建物跡群に先行することが明らかとなった。これらの掘立柱建物跡群

はいずれも主軸方位をほぼ同一にすることから、近接した時期の建て替えによるものであると考

える。

井戸はいずれも素掘り井戸であり、井戸枠などを持つものはない。なお、調査段階では土坑と

して調査を実施したため、調査時の略号SKを遺構略号として使用したものと、当初から井戸と

して調査し、 SEの略号を付したものがある。井戸 SK136はl辺約1.5rnを測る不整方形を呈し、
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埋土中から青磁、白磁、瓦器、黒色土器、土師器が出土 した。井戸 S K244は 1辺約0.9mを測る

方形プランを呈 し、白磁、瓦器、土師器が出土 している。井戸 S E 259は 円形プランを呈 し、瓦

器、土師器が出土 した。この井戸 S E 259に 切られる溝 S D257は ほぼ真北に方位をとり、島畠の

方位 と一致する。

掘立柱建物跡群に先行する素掘 り溝群は南北に主軸をとるものと東西に主軸をとるものの 2者

が認められる。切 り合いから見ておおむね東西軸のものが南北軸に先行する。

島畠 2上では中世に関する遺構はほとんど確認できなかった。これは、後述する下層の溝 SD

247が埋没 しきっておらず、湿地状を呈する部分が多 く存在 したためではないかと考える。

第45図 17B地区第 2遺構面遺構平面図 (1/300)
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注目されるのは、この井戸群が、いずれも島畠と島畠の間の低地部分から検出されている点で

ある。また、島畠 2上で中世に関する遺構がほとんど検出されていない点や、島畠 l上で掘立柱

建物跡群に先行する耕作溝と考えられる素掘り溝群を検出したこと、井戸 SE259に先行する溝

S D257の存在を考え併せると、島畠状の地形に区画されたのが中世段階まで遡りうる可能性を

示唆していると考える。

出土遺物(第46図) 各掘立柱建物跡柱穴出土の土器、井戸出土土器のうち代表的なものを図示

した。

1 . 2は掘立柱建物跡SB01の柱穴内から出土した土師器皿である。 lは口縁端部をわずかに

つまみ上げる。

3~7 は掘立柱建物跡 S B02の柱穴内から出土した。3は瓦器椀である。やや深手の作りであ

り口縁内面に段を有する 。 内外面ともヘラミガキにより調整を行う 。 4~7 は土師器皿である 。

8~1lは掘立柱建物跡 S B03の柱穴内から出土した土師器皿である。8~ 10は大皿である 。

12 ~ 15は掘立柱建物跡SB04の柱穴内から出土した土師器皿である 。 12~14は口径8.8~9 . 4cm、

15は口径16.0cmを測る。
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16 ~ 19は井戸 SE259から出土した。16は瓦器椀である。ほぼ完形品であり、深手の作りであ

る。内外面ともヘラミガキにより調整し、底部内面には連結輪状暗文を施す。高台はやや貧弱で

あるが外方に踏ん張る輪高台を付す。 また、口縁内面には段を有する 。 17~19は土師器皿である 。

いずれも一枚の粘土板を型に入れ、ユピ押さえにより調整したものと思われる。

20~27は井戸 S K244から出土した。20は土師質の羽釜である。内傾する短い口縁部を持ち、

ほぼ水平にのびる鍔を持つ。 21は白磁椀である 。 口縁は玉縁状を呈する 。 22~24は土師器皿であ

る。22・23は口径8.9cm、9.6cmを各々測り、 24は口径16.2cmを測る。25・26は瓦器椀である。25

は内外面ともヘラミガキを行い、 26は内面のみヘラミガキを認めることができる。27は瓦器皿で

ある。口径9.0cm、器高2.0cmを測り内外面ともヘラミガキが観察される。

28~36は井戸 S K136から出土した。28は白磁椀である。井戸 SK244出土の白磁椀と同様に、

鈍い王縁状の口縁を持つ。29は青磁椀である。わずかに外反する口縁を持ち、復原口径13.4cmを

測る。30・31は瓦器椀である。30は浅手のプロポーションを呈する。磨耗が著しいが、外面にヘ

ラミガキを認めることができる。31は復原口径17.4cmを測る。口縁部はやや外反気味に仕上げら

れる。内面にヘラミガキを行う 。32は瓦器皿である。内外面ともヘラミガキを行い。底部内面に

は暗文を施す。34は土師器斐である。短くほぼ一定の厚みのまま延びる口縁を持ち、口縁端部は

面をなす。35・36は土師器皿である。36は口縁を水平につまみ出す。

(3)飛鳥~平安時代(第 3遺構面)

遺構(第47図) 第3遺構面で検出した遺構として、溝、掘立柱建物跡群、土坑、焼士坑、竪穴

式住居跡などがある。遺構の分布状況を見ると、東側に集中して存在しており、西側はかなり希

薄な状態を呈している。これは包含層の遺物にも顕著に認められ、この時期の遺構は今回の調査

区の北および東側に中心があるものと考える。

溝は南北方向に主軸を持つものを 4条検出した。過去の調査剥おいて道路状遺構の側溝として

認識されてきたものである。

溝SD205は幅2.5m、深さ0.7mを測る素掘り溝である。全長27.5mを検出した。埋土は砂質

土を主体とし、底部付近にわずかに還元した青灰色粘質士が堆積していた。溝の断面形はおおむ

ね逆台形を呈する。第二京阪関係遺跡の溝 SD97217の北延長部分に相当子誌。埋土中からは多

数の須恵器、土師器のほか、製塩土器、鉄i宰、鉄製品、石帯、土馬などが出土した。

溝SD247は調査地の中央部で検出した最大幅約 5m、深さ1.1mを測る大型の溝である。調査

地内で、全長30m余りを検出した。第二京阪関係遺跡の溝 SD97218の北延長部分に相当する。埋

土の状況をみるとおおむね 3層に大別できる。また、両肩部付近の埋土は砂質であり、一見する

と再掘削された溝のように見受けられるが、埋没後の環境の差(乾燥のしやすさなど)により土質

が変化したのではないかと寒川旭氏よりご教示をいただいた。

遺物は、最上層から瓦器を主体とする12世紀代の遺物が、底部付近の埋土から多数の須恵器、

土師器のほか、獣骨、銭貨、緑柏、灰柏、黒色土器、フイゴの羽口、木製品などが出土している。

溝SD258は島畠 1. 2聞で検出した。幅約 3mを測る。島畠の形成段階に上面が削平されて
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第47図 17B地区第3遺構面遺構平面図(1/300)

おり、残存する深さは1O~20cmと非常に浅く、南側部分では検出することができなかっ た。 第二

京阪関係遺跡の溝SD97219の北延長部分に相当する。埋土中からわずかではあるが須恵器、土

師器が出土している。

土坑としては不整形な土坑のほか、性格不明遺構SX306がある。SX306は溝SD205の西に

位置し、 SD205に切られる。平面プランはほぼ長方形を呈すると考えられ、東西約 3m以上、

南北15mを測る。掘形底部西側には竪穴式住居跡の壁溝状の溝が部分的に認められる。床面から

掘り込まれる柱穴などは存在せず、その性格については不明である。埋土からは須恵器、土師器

などが出土した。
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焼土坑は焼土塊、炭を埋土に含むもの、埋土のある面が被熱しているものの 2タイプがある。

そのうち、焼土坑SX171からはフイゴの羽口が検出されている。過去の調査においても鍛冶炉

と考えられる焼土坑が確認されている。現在、サンプリングした土壌の選別作業中のため、明確

なことは言えないものの、包含層あるいは溝内からフイゴの羽口、鉄淳などが出土していること

を考えるとこの周辺で鍛冶が行われていたと見てよいと思われる。

掘立柱建物跡は、現在、4棟以上が復原できるものと考えている。

竪穴式住居跡SH303はこの面で確認した。東側は削平されているものの、平面隅丸方形を呈

し、西辺で l辺3.5mを測る。住居西辺中央部分に作りつけ竃を持ち、石製の支脚を確認した。

袖部には破砕した土師器聾を用いている。主柱穴と考えられるビッ トを2か所確認した。出土遺

物から古墳時代後期もしくは飛鳥時代前半代のものと見られる。

出土遺物(第48・49図) 当該期に含まれる遺物は非常に多く 、現在基礎的な分類作業を含め整

理中であるため、ここでは溝SD205・247の遺物の一部を提示するに留めたい。

第48図は溝SD205出土遺物である。 1~ 10は須恵器である。 1 ~ 3は杯蓋である。 lは口径

14.6cmを測り、内面にかえりを有する。2は口径16.0cmを測り、肩平な天井部を持ち、口縁端部

は大きく屈曲する。3は口径11.4cmを測り、口縁はやや内面に垂下する。

4 ~ 7 は杯身である 。 4 ・ 5 は高台を持つタイプである 。 4 は口径12 . 8cmを測り 、 高台は底部

外縁に付される。5は口径15.8cmを測り、高台は 4に比して、やや底部内側に付される。6・7

は高台を持たないタイプである。6は口径12.7cm、7は口径17.6cmを各々測る。

8は皿である。口径17.7cmを測る。口縁はわずかに外方にふくらみ、口縁端部は面を形成する。

9 は鉢である 。 直線的な体部に厚い底部を持つ。 底部外面から直径 4~5mm前後を測る小孔を

多数穿つ。そのうち貫通するものは 8か所である。

10は平瓶である。最大径10.3cmを測る小形品であり、把手の剥離痕が観察される。

11・12は無紬陶器椀である。11は口径15.3cmを測り、丸みを帯びたプロポーションを呈する。

12には底径12.0cmを測る削り出し高台が認められる。

13~23は土師器である 。 13~ 16は杯である 。 13は口径15.2cmを測るやや深手のものであり 、 内

面に放射状暗文と螺旋状暗文を施す。14は平らな底部を有し端部をやや内湾させる。 底部内面に

螺旋状暗文、内側面に放射状暗文を施す。15は口径13.6cmを測る。口縁端部を内湾させる。16も

15同様、口縁端部を内湾させる。口径14.0cmを測る。

17は鉢と考える。口径21.Ocmを測る。口縁端部はわずかに内湾させ、外面はヘラケズリにより

調整する。

18は皿である。口径21.6cmを測る。口縁端部は内湾し、底部内面に螺旋状暗文、内側面に放射

状暗文を施す。

19は椀である。口径12.6cmを測る。残存部分から高台は持たないものと判断される。口縁端部

は丸く収められ、外面はヘラケズリにより調整される。

20~ 22は聾である。 20のように口径が体部最大径より大きいものと 、 21 ・ 22のよう に口径より
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体部最大径の方が大きなものの 2者が認められる。いずれも口縁端部を上方につまみ上げ、端部

外側面は面をなす。体部の調整は外面をハケ調整、内面をハケもしくはケズリののちナデにより

仕上げる。なお、体部内面に須恵器斐と同じ青海波文の当て具痕を持つ個体も複数存在する。

第49図は溝 SD247出土遺物である。 1~ 11 . 16 ~ 18は須恵器である 。 1 ~4 は杯蓋である 。

lは口径10.05cmを測り口縁内面にかえりを有する。2は口径21.0cmを測り、口縁内面にかえり

を有する。3は口径19.0cmを測り、傘形の天井部を有し口縁端面を下方に屈曲させる。4は口径

16.1cmを測る。扇平な天井部を持ち、口縁端部は大きく屈曲する。

5~9 は杯身である。 5 はやや丸みを帯びたプロポーションを呈し、口径12. 1cmを測る。6

は高台を有する深手の杯身である。口径11.2cmを測る。7は高台を持たないタイプの杯身であ

る。口径12.75cmを測る。8・9は高台を持つ杯身である。8は口径13.5cmを測る。底部外面に

墨書で 「井jを記す。9は口径16.2cmを測り、底部外面に墨書を記す。 10・11は皿である。両

者とも端部は面をなす。10は口径15.7cm、11は口径14.2cmを各々測る。16は小形の査である。

底径3.75cmを測り、底部外面に糸切り痕が観察される。17は短脚の高杯脚部である。底径9.7cm

を測る。

12・13は緑紬椀である。12は口径9.85cm、13は口径8.25cmを測る小形品で、ある。両者とも削り

出しの平高台を持ち、底部外面に糸切り痕が認められる。色調は12が淡黄褐色、 13は淡緑灰色を

呈する。

14は灰柚椀である。内面にのみ紬が認め られる。内湾するやや高めの高台を持ち、底部外面に

墨書により「天jを記す。底径8.55cmを測る。

18は棄である。大きく肩の張るプロポーションを呈し、口縁端部は内面に肥厚する。外面はタ

タキののちカキメにより調整される。

19 ~22 ・ 25は土師器である 。 19 ・ 20は杯である。 19は口径13.9cmを測る 。 口縁端部をわずかに

内湾させる。内面に暗文を有する。20は口径18.2cmを測る。口縁端部を内湾させる。外面はヘラ

ケズリの後、ヘラミガキにより調整する。内面に暗文を持つ。21・22は皿である。21は口径

20.8cmを測る。外面はヘラミガキにより調整され、内面に暗文を持つ。22は口径19.9cmを測る。

口縁端部を大きく内湾させる。25は歪である。口径14.0cmを測る小形品である。球形の胴部から

大きく開く口縁を持つ。口縁端部は丸く仕上げられ面を構成しない。調整は外面が縦方向のハケ

メ、内面は磨耗が著しいが、わず、かに横方向のハケメを観察することができる。

23・24は黒色土器椀である。23は口径15.3cmを測り、内面はヘラミガキにより調整される。高

台は貼り付けの輪高台であり、断面三角形を呈する。24は口径18.3cmを測る。内面はヘラミガキ、

外面はヘラケズリの後、粗いヘラミガキにより調整される。内面に暗文を有する。

26はフイゴの羽口の先端部分である。復原径約 8cm、復原孔径約 3cmを測る。先端部分外面は

ガラス化している。

(4)弥生~古墳時代(第4遺構面)

遺構(第50図) 弥生時代から古墳時代に属する遺構として、竪穴式住居跡と考えられるもの、
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溝、土坑などを検出した。ただし、竪穴式住居跡と考えたものでも、主柱穴や周壁溝が確認され

なかったり、炉跡や焼土などの生活面が認められないものが大部分であるため、本稿では竪穴状

遺構として報告し、今後検討を加えたい。

竪穴状遺構は総数9基を確認した。大部分のものは方形もしくは不整方形を呈する掘形を持つ。

埋土中からは弥生時代から古墳時代前期の土器が出土した。

出土遺物(第51図) 竪穴状遺構SH340出土遺物の一部を図示した。 lは聾である。球形に近

い体部と複合口縁を持ち、口縁外側面には 2条の擬回線を施す。調整は体部外面が縦方向のハケ

を施した後、頭、部付近に横方向のハケを行う 。内面はケズリの後、斜め方向にハケを施している。
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第50図 17B地区第 4遺構面遺構平面図(11300)
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3 

。 20αn 

第51図 S H340出土遺物実測図

2は鉢である。外面は右上がりのタタキ、内面はハケの後、ナデにより調整される。3は高杯の

脚部である。外面は縦方向のヘラミガキを行い、端部付近のみ横方向のヘラミガキを行う 。内面

にはハケを施す。

6. まとめ

今回の調査により得られた成果、問題点を記述し、今後の検討課題としたい。

内里八丁遺跡では、これまでも多数の島畠が確認されてきた。島畠の造成時期は、鎌倉時代以

降のものとこれまで捉えられてきた。しかし、今回の調査によって12世紀後半代までその時期が

遡る可能性が考えられるようになり、これまでの成果を含め再検討する必要が生じた。

また、 12世紀後半代の集落のあり方についても新たな成果を得る ことができた。これまで、こ

の時期の建物群は遺跡の範囲内にいくつかのグループを形成して存在しており、 17B地区西半で

確認された建物群は新たに検出されたグループとみられ、当時の景観を復原する上で欠かせない

存在である。また17A地区の成果から、同時期に周辺部まで耕作地としての土地利用が行われて

いたものと考えることができた。

飛鳥~平安時代ではこれまで道路状遺構として報告されていた側溝に相当する溝を確認するこ

とができた。出土遺物自体の様相からみると、この 2つの溝は明らかな前後関係を持つものでは

なく同時期に存在していた可能性がある。とすると、これまで道路状遺構の側溝と認識されてい

たこれらの溝の性格そのものを再検討する必要がある。この点については今後、出土遺物や遺物

の出土状況を検討し、詳細を明らかにしていきたい。

また、出土遺物には多数の瓦のほか、墨書土器、鍛治関連遺物、銭貨、製塩土器、土馬、ミニ

チュア竃など一般集落で見られない遺物が多数存在する。これまでの指摘通り公的性格を持つ遺

構群が近隣に存在する可能性は高いと考える。

弥生時代から古墳時代では竪穴状遺構の存在から、当該期の集落はさらに周辺へ拡大すること

が明らかとなった。墓域や集落中心部分の確認をふくめ、今後の調査に期待される所である。

(石尾政信 ・石崎善久)

円
ぺ
U

ウ

i
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付表6 内里八丁遺跡調査次数一覧表

次数 調査年度 調査地 調査主体 調査原因 文献

l 昭和63 |試掘(今福 ・内垣内) 京都府埋文センター 第二京阪自動車道 京都府遺跡調査報告書26

2平成元 試日掘向堂(八)丁 ・中島 ・ 京都府埋文センター 第二京阪自動車道 京都府遺跡調査報告書26

3平成2 |第二京阪A地区 京都府埋文センタ ー 第二京阪自動車道 京都府遺跡調査報告書26

4平成3 |第二京阪A地区 京都府埋文センター 第二京阪自動車道 京都府遺跡調査報告書26

5平成3 |試掘 八幡市教育委員会 上津屋土地区画整理事業 八幡市埋蔵文化財発掘調査概報13

6平成4 試掘 八幡市教育委員会 上津屋土地区画整理事業 八幡市埋蔵文化財発掘調査概報13

7平成4 第二京阪A.B地区 京都府埋文センター 第二京阪自動車道 京都府遺跡調査報告書26

8平成5 第二京阪B地区 京都府埋文センター 第二京阪自動車道 京都府遺跡調査報告書30

9平成6 第二京阪D地区 京都府埋文センタ ー 第二京阪自動車道 京都府遺跡調査報告書30

10 平成7 第二京阪D地区 京都府埋文センター 第二京阪自動車道 京都府遺跡調査報告書30

11 平成7 第二京阪G地区 京都府埋文センタ ー 第二京阪自動車道 京都府遺跡調査報告書30

12 平成8 第二京阪G地区 京都文化博物館 第二京阪自動車道 京都文化博物館調査研究報告13

13 平成8 第二京阪C'F地区 京都文化博物館 第二京阪自動車道 京都文化博物館調査研究報告13

14 平成 9 第二京阪E.F地区 京都府埋文センター 第二京阪自動車道 京都府遺跡調査報告書30

15 平成10 第二京阪E地区 京都府埋文センター 第二京阪自動車道 京都府遺跡調査報告書30

16 平成12 府道A.B地区 京都府埋文センター 府道 本概要報告

17 平成13 府道A.B地区 京都府埋文センター 府道 本概要報告

注l 調査参加者は以下のとおりである。

調査補助員 青木政幸 ・藤木句子 ・元木和歌子 ・村上計太・ 山内彩子 ・大月直子 ・岩本佳之、整理

員 :丸谷はま子 ・山本弥生 ・兵頭真千 ・永田啓子・神谷昭子・西脇夏海・木村悟

なお、調査に際しては以下の個人、諸機関からご協力、ご教示を得ることができた。

京都府教育委員会・八幡市教育委員会 ・日本道路公団・木下良・木元雅康 ・高橋誠二 ・櫛木謙周 ・

菱田哲郎 ・八十島豊成 ・大道真白 ・寒川旭 ・磯野浩光・森下衛・森正 ・奈良康正・上田真一郎

注2 昨年度までの遺構番号については、森下衛 『内里八丁遺跡JII ( r京都府遺蹟調査報告j第30冊

(財)京都府埋蔵文化財調査研究センター) 2001 第22・23図の遺構番号に依ることとした。
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4.三山木遺跡第 4次発掘調査概要

1 .はじめに

調査地は、京田辺市三山木に所在する。今回の調査は、三山木地区特定土地区画整理事業に伴

うもので、京田辺市の依頼を受けて実施した。平成 9年度に京田辺市教育委員会が事業施行地内

を対象に試掘調査を実施し、遺跡の範囲確認などを行った。その結果、三山木山崎から北東方に

延びる丘陵先端の微高地を「三山木遺跡」とし、弥生時代から鎌倉時代にかけての集落遺跡と考

えられている。これまで、この遺跡内で 3回にわたって調査が行われ、弥生時代前期以降の多く

の遺構が検出されている。また、縄文時代晩期の土器なども出土している。調査地付近には、平

城京と山陽 ・山陰を結ぶ官道が敷設され、その中継地のひとつである 「山本駅」が三山木山本の

地に設置されたと想定されている。

今回の調査地は、 JR学研都市線と近畿日本鉄道京都線の間に位置しており 、それぞれの三山

木駅に間近の地点である。三山木遺跡の範囲内の北東側にあたる。今回は、 3か所のトレンチを

設定して調査を行った。調査は、平成13年 5月21日から開始した。各 トレンチとも、重機で近年

の盛土や旧耕作土などを除去し、その後、人手により精査 ・遺構掘削・ 記録作業を行った。調査

面積は約1，300m'で、ある。なお、 2トレンチは調査中に下層遺構面を確認したので、上層遺構面

の調査後、再度重機掘削を行った。また、3トレンチは危険なため調査中に埋め戻したが、その

際、 トレンチ南西隅を重機で断ち割り 、古墳時代前期の川の幅を確認した。調査終了は10月26日

である。この問、 10月18日に現地説明会を実施した。また、10月23日には京田辺市立三山木小学

校 6年生児童有志による校外活動の一環としての遺跡見学があった。なお、調査に係る経費は、

付表7 三山木遺跡調査一覧表

遺跡名 次数 調査期間 調査面積 調査主体 調査担当 時代 検出遺構

平成10年11月9日 京田辺市 鷹野一太郎 縄文晩期

三山木遺跡 第 l次 ~ 約300m' 教育委員会 五百磐顕一 ~ 溝・柱穴

平成11年2月5日 鎌倉時代

平成11年5月17日 (財)京都府埋蔵 岡崎研一 弥生前期 土坑 ・溝 ・

三山木遺跡 第 2次 ~ 約1，800m'文化財調査研究 田代弘 ~ 掘立柱建物

平成11年10月28日 センタ ー 鎌倉時代 -井戸

平成12年5月15日 (財)京都府埋蔵 岡崎研一 掘立柱建物

三山木遺跡 第 3次 ~ 約1，400ぱ 文化財調査研究 平安 講・土坑

平成12年9月28日 センター

平成13年5月21日 (財)京都府埋蔵 引原茂治 弥生時代 土坑・溝 ・

三山木遺跡 第4次 ~ 約1，300m'文化財調査研究 岡崎研一 ~ 掘立柱建物

平成13年10月26日 センタ ー 江戸時代 -池・井戸
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京田辺市が全額負担した。

調査を担当したのは、当調査研究センター調査第 2課調査第 2係長伊野近富、同主任調査員引

原茂治、同主査調査員岡崎研ーである。調査を実施するにあたり、京田辺市建設部三山木地区区

画整理室、京田辺市教育委員会、京都府教育委員会などからご協力いただいた。調査においては、

猛暑の時期にもかかわらず地元有志の方々、各大学生の方々などに参加していただ、♂足。感謝し

たい。特に、京田辺市教育委員会の鷹野一太郎氏からは格別のご協力、ご教示をいただいた。特

記して謝意を表したい。

第52図 調査地および周辺遺跡分布図(1/25，000)

1.三山木遺跡(調査地) 2.田辺遺跡 3.輿戸遺跡 4.天神山遺跡 5.新宗谷遺跡 6.飯岡遺跡

7.古屋敷遺跡 8.田中(二又)遺跡 9.口駒ヶ谷遺跡 10.南山遺跡 11.西羅遺跡 12.三山木廃寺

13.宮ノ下遺跡 14.直田遺跡 15.遠藤遺跡 16下川原遺跡 17.桑町遺跡 18.屋敷田遺跡

19.宮ノ口遺跡 20.奥山田池遺跡
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第53図 区画整理区域内の遺跡分布図(破線は区画整理範囲)

2.位置と環境

京田辺市は、京都府南部の南山城地域ほぼ中央に位置し、この地域を南北に貫流する木津川の

西岸に所在する。同市の西部は生駒山系に連なる丘陵地帯で、この正陵から木津川に流れる小河

川の多くは平野部で天井川化しており、独特の景観を呈している。三山木遺跡は岡市南部に位置

しており、正陵先端から北東側に延びる微高地上に想定されている。

周辺の歴史環境をみると、付近の山崎神社には縄文時代の石棒、石冠が伝わっている。弥生時

代の遺跡としては、宮ノ下遺跡や宮ノ口遺跡が前期の遺跡として知られている。古墳時代の遺跡

としては、当遺跡北東側の飯岡丘陵に前方後円墳の飯岡車塚古墳を含む飯岡古墳群がある。この

古墳群では横穴も確認されている。このほか、山崎古墳群、宮ノ口古墳群などの後期古墳がある。

古代の遺跡としては、 奈良時代前期に創建されたとみられる三山木廃寺跡がある。また、奈良
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時代には平城京を起点とする山陽道が官道として敷設され、『続日本紀』和銅 4(711)年の条によ

ると 、綴喜郡に山本駅が設けられている。当遺跡東側に隣接する三山木山本の集落がその設置地

点に想定されている。当遺跡北側の二又遺跡では飛鳥時代から平安時代後期の井戸跡や塀跡が墨

nuv 
nu 
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第54図調査地位置図
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書土器を伴って確認されており 、特に平安時代前期の建物跡、井戸跡は山本駅の機能を引き継い

だ施設の一部と、調査を担当した京田辺市教育委員会は推定している。当遺跡、の西側約 2kmには、

奈良時代の木心乾漆造十一面観音立像を本尊とする観音寺がある。塔跡なども残り奈良時代前期

から平安時代にかけての瓦などが散布している。宮ノ下遺跡からは、弥生時代の遺構のほかに奈

良時代の掘立柱建物跡や円面硯が出土し、官街的性格が考えられている。

中世の遺跡としては、宮ノ口遺跡から鎌倉時代後期の建物跡群や池、井戸跡が検出されている。

近世のものとしては、当遺跡南側、近畿日本鉄道宮津車庫の東側に庚申塚がある。

3.調査概要

今回は、 3か所のトレンチを設定して調査を行った。 lトレ ンチは、 JR学研都市線の東側に

設定した。このトレンチでは、弥生時代から近世までの遺構を検出した。2トレンチは工事用道

路を挟んで lトレンチの東側に位置する。このトレンチでは、上下 2層の遺構面を確認した。上

層では、飛鳥時代から平安時代頃にかけての溝、土坑、柱穴などを検出した。下層では、弥生時

代の溝、川などを検出した。3トレンチは 2トレンチの北側に位置する。このトレンチでは、中

世の柱穴、溝などを検出した。柱穴は、建物としてはまとまらない。また、 トレンチ南側から古

墳時代前期の川跡を検出した。以下、主な遺構について概要を記す。

(1 )基本層序

今回設定した各トレンチの現地表面の標高は、 lトレ ンチが31.0m、2・3トレンチが30.6m

で、南西側に位置する 1トレンチがわずかに高くなる。各トレンチとも近年の盛土がなされてお

り、その厚さは1.O~ 1. 3mにおよぶ。盛土下は、各トレンチとも耕土層である。耕土層の上面は、

lトレ ンチで標高29.8m前後、 2. 3トレンチで29.5m前後で、あり、本来的に南西側がやや高い

L.30m 

1 盛土

2 耕土

1トレンチ

3 旧耕土・ シル 卜

4 砂質土

5 遺備ベース (砂質土)

6 S D 203 

¥' 

、
¥ 

，"， 
'¥ ' 

¥ '¥ ， 
¥、

¥ 

¥ 
¥ 

2卜レンチ

2 

。

第55図調査地柱状断面図
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III~ |ニ盟益IQ

第56図 lトレンチ平面図

地形である。

耕土下は、洪水などの堆積とみられる砂質土層や旧耕土層となり、 lトレンチでは標高29.2m

前後で遺構面にいたる。ベースは青灰色砂質土である。2トレンチでは標高28.7m前後で、上層の

遺構面にいたる。ベースは灰青色砂質土である。この層は30~40cmの厚さがあり 、 その下に下層

の遺構面がある。ベースは淡青灰緑色砂質土である。3トレンチでは標高28.5m前後で、遺構面に

いたる。なお、この トレンチでは南半部が古墳時代前期の川跡で約1.2m落ち込んでおり、その

埋土上が上層遺構面になる。

(2) 1卜レンチ

溝 SD 118 ト レンチ南東隅で検出した。 北東から南西方向に延びており 、 幅は約0 . 6~ l. Om

を測る。弥生時代後期の土器が出土した。

溝 SD 113 溝SDl18西側に並行して延びる。 幅は約4.6mで、弥生時代の土器が出土した。

土坑SK 130 調査地北半部中央付近で検出した。径約60cmの不整形土坑で、ある。中近世の耕
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作で削り取られた部分にあり 、

深さは約 4cmしか残存していな

い。この中から、諸翠製の勾玉

l点が出土した。

掘立柱建物跡SB 108 トレ

ンチ南側で検出した。柱穴の残

りが浅く、確認できなかった部

分もあるが、ほほ2間X3間の

南北棟の建物と考えられる。建

物の規模は東西約4.5m、南北一一一

約4.0mを測るが、南側調査地

外に延びる可能性もある。時期

は不明であるが、建物の軸線が

ほぼ南北方向であり、これまで

確認されている建物の状況か

ら、 10世紀頃のものと考えられ

る。

池SG 107 北東側で検出し
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と主二B
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瓦質土管

陶製土管

。 20cm 

第59図 S D105埋設土管

た。東西約10m、南北約 5mの長方形の池

と考えられる。深さは約1.8mとみられる。

地面を掘り込み、その中に柄を切った丸太

を組み合わせて枠組みし、その外側に板を

あてて作られている。また、南北方向に丸

太の梁を入れて補強する。主に18世紀後半

から 19世紀にかけての陶磁器が出土してお

り、その時期頃までは存在した池と考えら

れる。

溝S0105 池SG 107の南東隅部から南

東方向に延びる暗渠である。池SG107に接

する部分には木樋、それに続いて瓦質土管、

さらに信楽製とみられる陶製土管が埋設さ

れている。土管の接続状況から見て、池S

G 107からあふれそうになった水を排水する

ためのものと考えられる 。管の違いから 、

2回程度の改修が行われたとも考えられる。

(3) 2卜レンチ

川NR220 トレンチ南側にあり 、ほぼ東

西方向に延びる 。 幅は約 4~5mを測る 。 弥生時代の川と考えられる 。

溝S0225 トレンチ西側をほぼ南北方向に延びる 。 幅は約 2~3mを測る 。 弥生時代前期の

土器が出土した。

溝S0204 トレンチ中央をほぼ東西方向に横切る。幅は、 O.9~2. Omを測る。 7世紀頃の須

恵器などが出土した。飛鳥時代頃の溝と考えられる。

溝S0202・203 北西から南東方向に延びる。溝SD202は幅約 1m、溝SD203は幅O.2~0. 5 

mを測る。8世紀後半頃の須恵器などが出土した。奈良時代頃の溝と考えられる。なお、この時

期には、官道の方向である南北方向からやや西側に傾いた地割りがあったという説があり、この

溝もその地割りに伴うものとも考えられる。

井戸 SE 206 トレ ンチ南西隅で検出した。上面は2.8X1.8mの楕円形であるが、南側が径約

1mの円形に深 く掘り込まれている。深さは、約 1mを測る。須恵器査、円面硯や斎串などが出

土した。

(4) 3卜レンチ

川NR 310 北西から南東方向に延びるものと考えられる。川幅は、ほぽ11mとみ られる。古

墳時代前期の土器が出土した。その他の時期の遺物の出土はわずかであるため、この川は、ほぼ

古墳時代前期に流れており、その時期の内に埋まったものと考えられる。
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|

第61図  3ト レンチ平面図

4。 出土遺物

今回の調査では、縄文時代晩期から近世にかけての遺物が出土 した。 1ト レンチでは弥生土器

と近世陶磁器が中心である。 2ト レンチでは弥生土器と708世紀頃の土器が主になる。 3ト レ

ンチでは古墳時代前期の土師器が主な出土遺物である。縄文時代晩期の土器片 も出土 しているが、

小片であり、今回は図化 していない。なお、今回は古墳時代中・後期の土器がほとんど出土 して

いない。また、中世の土器についても、3ト レンチからわずかに小片が出土したのみで、図化で

きるものではない。

102ト レンチからは、石器・宗j片が多数出土した。また、 1ト レンチから、翡翠製の勾玉が

出土 したのが注 目される。木製品 としては、 2ト レンチ出土の斎串がある。

(1)1ト レンチ出土遺物

弥生土器 (1)は 、壺の回縁部 とみ られ、日縁端部下端は刻み目を施 し、上半はヘラ描 きの沈線

をめ ぐらして羽状文施す。口径 は25。 6cmを 測る。弥生土器 (2)は 壺底部 とみ られ、胎土は暗茶褐

色 を呈する。底部は内面か ら粘土 を充填 している。低部径 12。 6cmを 測る。弥生土器 (3)も 、壺底

-84-
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部とみられる。底部径8.5cmを測る。弥生土器(4)は、蓋底部とみられ、外面にハケメ調整がみら

れる。底部径5.6cmを測る。以上4点は溝 SD113出土である。

弥生土器聾 (5)は、口縁部が「く」字状に屈曲し、体部外面にタタキ目がみられる。口径

14.0cmを測る。弥生土器聾(6)も、口縁部が「く j字状に屈曲し、体部外面にタタキ目が残る。

口径14.0cmを測る。弥生土器聾(7)は、体部外面にタタキ目、内面にハケメ調整がみられる。最

大胴径21.Ocmを測る。以上3点は溝 SDl18出土である。

弥生土器聾(8)は、外面にタテハケ調整、口縁部内面にヨコハケ調整がみられる。口縁端部を

わずかに垂下させる。口径31.Ocmを測る。溝SD116出土である。弥生土器底部(9)は下部に指頭

圧痕が残る。底部径6.4cmを測る。溝SD112出土である。弥生土器底部(10)は、外面ハケメ調整

である。底部径4.0cmを測る。包含層出土である。

碗(11)は、肥前系染付磁器で、外面に 2本引きの網目文を描く 。口径9.8cm、器高5.0cm、高台

径4.1cmを測る。碗(12)は、肥前系染付磁器で、いわゆる広東碗である。外面に網干文、見込み

に害字文を描く 。口径12.8cm、器高7.6cm、高台径6.7cmを測る。碗(13)は、肥前系染付磁器で、

いわゆる端反碗である。外面には立湧の地文の上に笹文を、内面口縁部に四方裡文を、見込みに

は笹文を描く 。口径10.5cm、器高5.8cm、高台径4.0cmを測る。碗(14)は、肥前系染付磁器で、端

反碗である。外面に葵文とみられる紋様を描く 。口径10.8cm、器高5.9cm、高台径4.8cmを測る。

碗(15)は、肥前系染付磁器で、端反碗である。外面には立湧文を、口縁部内面に連弧状文を、見

込みに書字文を描く 。口径10.8cm、器高6.0cm、高台径3.9cmを測る。皿(16)は、 肥前系染付磁器

で、内面に草花文をいわゆるコンニャク印判で施し、外面には折松葉文を描く 。口径11.Ocm、器

高1.9cm、高台径6.2cmを測る。ほぼ同様の施文の皿が元禄 7(1694)年および元禄 9(1696)年と箱
(注 2) 

書きされた箱とともに伝世している。皿(18)は、 肥前系染付磁器で、内面に簡略化された松およ

び帆とみられる文様を描く 。見込みは蛇の目状に柚を掻き取っている。口径9.0cm、器高2.8cm、

高台径3.6cmを測る。仏飯器(17)は、肥前系染付磁器で、外面に半蔵花文を交互に描く 。口径

6.0cm、器高6.0cm、脚径3.9cmを測る。碗(26)は、肥前系陶器とみられ、内外面ともに灰柚系の

紬を施す。高台径4.5cmを測る。以上 9点は、池 SG107出土である。

碗(19)は、口縁部が外反する小碗で、中国製の青花磁器とみられる。口径6.2cmを測る。碗

(20)は、肥前系染付磁器で、口縁部外面に雨降文を描く 。口径8.4cmを測る。あるいは、仏飯器

とも考えられる。碗(21)は、肥前系染付磁器で、外面に半裁花文など、見込みに書字文を描く。

口径8.8cm、器高4.7cm、高台径3.3cmを測る。碗(25)は、肥前系陶器で、内面および外面上半に

藁灰紬を施す。高台径4.2cmを測る。土師器羽釜(22)は、口径25.0cmを測る。土師器皿(22)は、

口径6.8cm、器高1.2cmを測り、 23は、口径9.6cm、器高2.0cmを測る。いずれも口縁端部に煤が付

着する。陶器蓋(27)は、京焼系陶器で、上面に鉄粕を施す。急須などの蓋か。口径7.6cm、器高

1.6cmを測る。以上 8点は、 SX101出土である。

小碗(28)は、美濃系陶器で、いわゆる志野である。口径5.2cm、器高2.2cm、底径1.8cmを測る。

S X102出土である。
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(2) 2卜レンチ出土遺物

弥生土器査(29)は、頚部に 3条のヘラ描き沈線をめぐらせ、胴部にも l条の沈線をめぐらせる。

また、頚部から肩部にかけて縦方向のヘラ描き沈線を施す。口径22.0cm、最大胴径28.0cmを測る

大形の査である。溝SD225から出土した。弥生土器(31)は、壷底部とみられ、底径6.0cmを測る。

川NR220埋土から出土した。弥生土器(30)は、査底部とみられ、底径8.0cmを測る。下層遺構面

上の包含層から出土した。

土師器甑(32)は、内外面ともにハケメ調整で、 三角形状の薄手の把手が付く 。口径27.4cmを測

る。土師器高杯(33)は、杯部が内湾気味に立ち上がるもので、口径14.6cmを測る。須恵器蓋(34)

は、宝珠つまみ付きで、内面口縁部に返りをもっ。口径10.6cm、器高3.6cmを測る。須恵器聾

(35)は、口径20.0cm、最大胴径39.1cmを測り、内面頚部に十字の窯印がある。以上4点は、溝S

D204出土である。

須恵器聾(36)は、口縁部内面に縦方向の沈線2条の窯印をもっ。口径25.0cmを測る。須恵器査

(37)は、「ハj字状に開く貼り付け高台をもっ。長頚査とみられる。高台径9.6cmを測る。須恵器

杯(38)は、貼り付け高台付きで、高台径9.4cmを測る。須恵器円面硯(39)は、高台付き杯を逆転

した形状を呈する。陸部が周縁部よりも盛り上がっており、墨痕が付着することから、円面硯と

判断した。周縁部も、杯の高台のように四角形のものではなく、先端部を丸くおさめる細身のも

のである。陸部中央付近もわずかに磨滅する。周縁部径10.4cm、器高5.1cm、底径14.0cmを測る。

土師器杯(40)は、外面ヘラミガキ調整である。口径11.Ocmを測る。斎串(41)は、上端部を三角形

状に尖らせ、その下部両側をわずかに丸く扶る。下端部は失われている。残存長12.8cm、幅

ト 平二乙

¥←二て之

第64図 3トレンチ出土遺物実測図
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2.0cm、厚さ0.3cmを測る。以上 6点は、井戸 SE206出土である。須恵器杯(42)は、底部から口

縁部が屈曲して斜め上方に直線的に立ち上がるもので、口径12.0cm、器高3.3cmを測る。溝SD

202出土である。

須恵器杯蓋 (43 ~ 45 ) は、天井部が丸味をもち、小形のものである 。 43は口径10 . 7cm、器高

3.2cm、44は口径11.Ocm、器高3.1cm、45は口径9.6cm、器高2.6cmを測る。須恵器蓋(46)は、扇平

な宝珠つまみ付きで、内面口縁部に返りをもっ。口径15.6cm、器高1.9cmを測る。須恵器蓋(47)

は、内面口縁部に返りをもっ。口径14.5cmを測る。須恵器杯身 (48)は、低い立ち上がりをもち、

小形のものである。口径10.8cm、器高2.7cmを測る。須恵器杯(49)は、口縁部が外反気味である。

あるいは壷蓋か。口径11.6cm、器高4.0cmを測る。須恵器(50)は、平瓶の口縁部か。口径7.6cmを

測る。以上8点は、上層遺構面に伴う包含層出土である。

(3) 3トレンチ出土遺物

土師器蓋(51)は、口縁端部を内側に折り返して肥厚させ、体部は丸味をもっ。体部外面はハケ

メ調整、内面は頚部付近までヘラ削りである。口径14.4cm、最大胴径23.8cmを測る。土師器斐

(52・53)は、口縁端部を内側に折り返して肥厚させるもので、52は口径19.8cm、53は、口径

16.6cmを測る。土師器蓋(54)は、口縁部が「く」字状に屈曲して外反気味に立ち上がる。外面ハ

ケメ調整、内面は口縁部横方向のハケメ調整、体部はヘラ削りである。口径17.1cmを測る。土師

器査(55)は、斜め上方に高めに立ち上がる口縁部をもっ。外面ハケメ調整、内面は口縁部ハケメ

調整、体部はヘラ削りである。口径13.0cm、最大胴径16.8cmを測る。土師器査(56)は、 二重口縁

状の口縁部をもち、肩部が張り気味である。肩部内面に指頭圧痕がみられる。口径10.0cm、最大

胴径14.0cmを測る。土師器査(57)は、口縁部が「く 」字状に屈曲して立ち上がる小形のものであ

る。体部外面下半はハケメ調整である。口径8.8cm、器高8.9cmを測る。土師器査(58)は、口縁部

がゆるやかに屈曲する小形のものである。口径7.8cmを測る。土師器高杯(59)は、杯部の底部と

口縁部の境を垂下させる。杯部外面はハケメ調整、脚部はヘラ削りである。弥生土器聾(60)は、

短い口縁部を外反させるもので、口縁端部側面に刻み目を施す。口径19.8cmを測る。以上10点は、

川NR310出土である。

(4)石製品

石器 61は、石庖丁で、長さ10.9cm、幅4.4cm、厚さO.5cmを測る。粘板岩系の石材で、 2トレ

ンチ包含層から出土した。62・63は、石庖丁の破片とみられ、研磨面が残る。62には刃部が認め

られる。62はSX101、63は2トレンチ包含層出土である。64は、スクレイパーで、サヌカイト

製である。長さ6.7cm、幅3.9cm、厚さ0.9cmを測る。SG107包含層出土である。65は、磨製石斧

の破片で、多孔質の石材を使用している。残存長14.2cm、幅5.8cmを測る。2トレンチ包含層出

土である。66は、長身の石鉱で、サヌカイト製である。長さ5.5cm、幅1.3cm、厚さO.5cmを測る。

lトレンチ包含層出土である。67は、全容は不明で、あるが、長身の石鉱の基部ともみられる。サ

ヌカイト製で、残存長3.0cm、幅1.3cm、厚さ0.4cmを測る。2トレンチ包含層出土である。68は、

無茎の石鍛で、サヌカイト製である。調整は粗い。残存長2.4cm、残存幅2.lcm、厚さ0.3cmを測

89 
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第65図石製品実測図
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る。SD106出土である。69は、石鉱の基部もしくは石錐の一部かとみられる。サヌカイト製で、

残存長2.1cm、幅1.5cm、厚さ0.4cmを測る。SD106出土である 。 70~85は、剥片である 。 材質は

サヌカイトである。

玉類 勾玉(86)は、菊翠製で、長さ3.0CI目、 厚さ1.1cmを測る。穿孔は片側である。 1トレンチ

の土坑SK130から出土した。ほかに伴う遺物が無く時期は不明であるが、材質や周辺の遺構、

遺物の検出状況からみて、古墳時代前期を下るものではないと考えられる。

5.小結

今回の調査では、弥生時代前期から近世にかけての遺構を検出した。遺物としては、縄文時代

晩期の土器片なども出土している。

これまでの調査でも、この遺跡からは弥生時代前期の土器などが出土しており、南山城地域で

も最も早く成立した弥生集落遺跡のひとつであることが想定されていた。今回も弥生時代前期の

土器が出土した溝を確認している。ただ、今回確認した弥生時代の遺構は、全て溝もしくは川と

みられるものである。古墳時代前期の川も確認しており、弥生時代から古墳時代前期頃にかけて

は、湿地状の居住には適さない場所であったものとも考えられる。このような状況や地形的にみ

て、その頃の居住地は、今回の調査地の南側および南西側ではないかと考えられる。なお、古墳

時代前期の川NR310から出土した土器は、田辺地域においては類例が少なく、まとまった資料

として注目される。

奈良時代の当地域は、官道および山本駅の設置が想定されている。今回の調査では、直接それ

らに関係する遺構は検出できなかった。ただ、 2トレンチで、見つかった斜行する溝は、官道の方

向に規制された地割りに係わるものとも考え られる。

寛政 9(1797)年の年紀をもっ議歯によると、 lトレ ンチで検出した池SG 107に当たると考え

られる池が描かれており、「クスハラ池Jという池の名称が記されている。この絵図によると、

現在も残っている大きい用水池のほかに、今回見つかったような小さい池が30か所描かれている。

付筆などの貼り込みがあり確認できない部分もあるが、現在の府道八幡木津線以東、木津川以西、

普賢寺川以南、遠藤川以北の範囲内にこれだけの池が記されている。今回の調査では、このよう

な小さな池の構造的な実態の一例を知ることができた。

また、これらの池には、池の名称とその所有者名が記されている。今回検出した池SG107と

考えられる池にも、池の名称、の他に「浅井様入Jと記されている。浅井氏は、江戸時代に田辺地

域に支配地を所有していた旗本クラスの小領主である。ほかの池にも公家、武家などのそれらの

池に何らかの利権を有する支配者の名が記されており 、これはそのまま江戸時代の南山城地域の

複雑な支配形態を物語っている。今回検出した池SG 107は、出土した皿(16)の年代観から、17

世紀末頃おそ くとも 18世紀前半頃には存在していたものと考えられる。また、この池から出土し

た最も新しい遺物は、広東碗や端反碗などで、 18世紀末頃から19世紀中頃のものである。明治期

の印判手のものは含まれていない。このようなことから、この池は、徳川幕府の崩壊とともに機

旬

E
i

n
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U
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能を停止して埋められたものと考えられる。絵図に記された小さい池の全てがそうであるとは言

えないが、少なくとも今回検出した池についてはそのように考えられる。これは、絵図に「池J

とのみ記された大きい池が、今に至るまで、または近年まで残存するのとは対照的である。今回

検出したような小さい池は、巨視的にみると、徳川幕藩体制の領地支配に関連するものとも言え

よう 。これは、このような池の性格を考える上で重要な手がかりとなるものであろう 。

(引原茂治)

注 l 川端美恵・小西麻佐子・ ー森雄次・小野彰子・杉浦直子・柴田文恵・福田咲智子・杉浦亮介・合田

育代 ・富和秀幸 ・兵頭千帆 ・羽生奈津子・北森さやか ・坂本由香 ・森川敦子・安田裕貴子 ・藤井矢

喜子 ・荻野冨紗子

注2 a 、九州近世陶磁学会 『九州陶磁の編年.1 2000 p.142 

b、国立歴史民俗博物館 『国立歴史民俗博物館研究報告j第89集 下巻 2001 p.450 

注3 今回参照した絵図は、かつて展示された時に京田辺市教育委員会の鷹野一太郎氏が撮影されたもの

を提供していただいた。原本は現在所在不明とのことである。
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5.国営農地再編整備事業「亀岡地区J関係遺跡

平成 13年度発掘調査概要

はじめに

国営農地再編整備事業「亀岡地区」は、亀岡市を貫流する大堰}11 (保津)11)東岸の馬路町、千歳

町、河原林町、保津町の未整地農地なとミ635haを対象として、農家の経営規模の拡大と経営の合

理化を図ることを目的として近畿農政局が区画整理と農地造成を行う事業である。

この地域には丹波国分寺(国史跡)、御上人林廃寺(国分尼寺推定地)、千歳車塚古墳(国史跡)な

ど貴重な遺跡が点在することから、一部の遺跡については事業地区外とし、やむを得ず遺跡に影

響を及ぼす地点については記録保存を前提とした発掘調査を実施する ことと なった。

調査は京都府教育委員会、亀岡市教育委員会が試掘調査を行い、遺跡が確認された地点を中心

として近畿農政局をはじめとする開発部局と十分な調整を行ったうえ調査範囲を確定し、近畿農

政局の依頼を受けて当調査研究センターが実施することとなった。

当調査研究センターが平成13年度に実施した調査は、保津車塚古墳(案察使 1号墳)第2次調査、

案察使遺跡第4次調査の 2遺跡である。現地調査は調査第2課課長補佐兼調査第 l係長水谷寄克、

同主任調査員戸原和人、同専門調査員石尾政信、同調査員松尾史子、福島孝行、調査第 3係調査

員村田和弘が担当した。

保津車塚古墳の調査は、平成13年9月4日から12月13日まで調査面積約860m2を戸原 ・石尾が

担当し、案察使遺跡は平成13年11月26日から平成14年3月8日まで調査面積約2150m2を戸原 ・石

尾 ・松尾・福島 ・村田が担当した。保津車塚古墳は平成13年12月1日に現地説明会を行い約250

名の参加者を得て盛況のうちに終了した。

現地作業においては、京都府教育委員会、

亀岡市教育委員会をはじめとする関係機関の

協力を得、また、保津町自治会、地権者、町

民の方々の御理解と御支援をいただいた。記

して感謝したい。

なお、本概要は保津車塚古墳について報告

し、案察使遺跡第4次調査(第67図)について

は現在鋭意整理中であるため次年度報告す

る。

なお、発掘調査に係る経費は、全額、農林

水産省近畿農政局が負担した。 第66図調査地位置図(1/25，000)
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保津車塚古墳(案察使 l号墳)第 2次

1 .調査経過

保津車塚古墳は亀岡市保津町杜ノ下に所在する。保津車塚古墳(案察使 1号墳)は、愛宕山系の

牛松山から南西にのびる丘陵の先端部に形成された舌状台地上に立地し、古墳時代中期から後期

にかけて築造された19基(前方後円墳 1基、円墳18基)からなる案察使古墳群の盟主墳と考えられ

ていた前方後円墳である。保津車塚古墳が位置する南東部E陵には、全長60mの前方後円墳(E

2号墳)をはじめとする19基からなる保津山東古墳群が位置する(第66図)。

保津車塚古墳の現状は、後世の開墾による削平が著しく、水田部に径約15mの円丘が残る程度

であった。この円丘部については農地造成の地区外として保存されることとなり、水田部につい

て平成10年度に亀岡市教育委員会による試掘調査が行われた(第 1次)。その結果、墳正東部(正

陵側)において周濠の一部と外護列石が確認されたため、その水田を中心に当調査研究センター

が約600m2の調査を実施することとなった(第 2次)。 調査を開始したところ、周濠を確認し、そ

の外側では地山とみられる砂磯層の堆積がみられた。ところが、その砂喋層が耕作に伴う床土で

あることが判明したため、掘削したところ、周濠の外側に、もう l重の周濠がめぐることが明ら

かとなるなど、古墳をめぐる周濠の遺存状況が良好であることが判明した。このことから、亀岡

89."5 

~9Z~ I 89.33 
89.35 1 89.35 I 89.31 

第67図 調査トレンチ配置図
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国営農地再編整備事業「亀岡地区」関係遺跡平成13年度発掘調査概要

市教育委員会、京都府教育委員会、近畿農政局と協議を行い、墳正の遺存状況および規模確認の

ため、古墳の周囲に約260m2の拡張調査を実施した。

2.検出遺構

調査は、前方後円墳と考えられているこの古墳の後円部の周囲と古墳の西側で、 一段低い水田

の墳丘が削平を受ける可能性のある地点で、行った。調査によって検出した遺構は、墳丘の裾部と

その回りをめぐる 2重の周濠、濠と濠の聞をめぐる堤(外堤)である。

Y=-37.31ol n
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y=引 701
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第68図調査区平面図
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|

濠斜面と前方部西斜面および東側のく

(1)墳丘

築造方法 (第 68～

70図 )今 回の調査

では、墳丘が保存エ

リアに残るため全体

的な様相を知る調査

にはなってい ない

が、対象地内に残存

する墳丘の一部につ

いて濠の底から裾部

に向かって断ち割 り

を行った。AOB・

D地′点で検出した地

層を観察すると、濠

側の第27047層 で黄

色の粘土と礫を約 1

mの幅で、30cmほ ど

の厚さに ドーナツ状

に積み上げ、堅 く叩

き締めている。つぎ

にその内側に灰色の

砂礫 (第22028層 )を

盛土 し、さらにその

上を第25層 の黄色の

粘土で覆っている。

墳丘は、この作業を

くり返 しながら外か

ら内に向かって盛土

を構築 したと考えら

れる。

外表施設 (図版第

46)後 円部側の周

原位置を保っていたのは後円部

斜面とくびれ部で、前方部側では基底部の石以外は崩落 していた。葺石は、拳大から人頭大の円

礫・角礫を用い、長側面を表にして貼 り付けている。濠の中に多量の石が崩落 していたので、古
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面の全面に葺かれて

このようにして造

原できる。

と直径約26.8mに復

墳

営された墳正の後円

くびれ部およびテ

丘の東側くびれ部で、

テラスおよび墳正 2

段目の葺石 3段分を

部は、濠の底で測る

いたと考えられる。

ラス (図版第46)

凶検出した。後円部の

東南部では、墳丘部

への削平が著しく、

地表下約l.Omまで垂

直に削り取られてい

くびれ部ではるが、

h 

N 凶

F、

前方部 2段目の墳丘

が削平されているも

テラスを含むのの、

I段目の墳丘は削平

を受けていなかった。

このため、墳正 2段

目の葺石も 一部で残

くびれ部っていた。

の基底石には人頭大

の角蝶を使用し、喋

の聞には小さな離を

充填していた。

:1:1 

。|IL w 

くびれテラスは、

部で幅約1.8m、後円部側で幅約1.5m、前方部側で幅約O.5mを測り、ほほ水平面をなしていた。

盛土が砂喋中心の粘質土

であったこともあり、埴輪や木製品などを樹立した掘形は検出することができなかった。
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(2)内濠SD 01 (図版第47)

濠はE陵側にあたる後円部の北東で最も高 く、平野部側の前方部に向かつて低くなっている。

東北の尾根筋側では幅約5.5m、深さ約O.8mの規模を確認したO 南東側では幅約6.5m以上、深

さ約1.26mを確認した。前方部側では、南西の角で幅約4.2m、前方部の正面で約3.5mと最も狭

くなり、深さもO.5mを測る。

埋土はおおむね最上層の灰色~暗灰色の砂喋層や磯混じ りの粘質土層からは、中世の瓦器椀、

貿易陶磁器が出土しており 、この古墳の濠が最後に埋まった時期を示している。中間の灰色~青

灰色の粘土層からは、平安時代以前の土器が出土している。また、その下層では、周辺の樹木の

葉や植物が積も った腐植土層の上層から、平安時代の須恵器、古墳時代の須恵器や土師器ととも

に、皿や建築部材などの木製品が出土している。このことから平安時代までは内濠が地表にその

姿を留めていたと考えられる。さらに、濠の東側陸橋部以北では、最下層の初期に埋まった腐植

土混じりの砂喋層中から楯形木製品がまとまって出土した。

(3)陸橋部

墳丘の東側で検出した。 SD01を基底部の幅約4.0mで、地山を掘り残して土手状に堤を築いた

ものである。この陸橋部を境に、前方部側の濠底は後円部側よ り約O.5m深くなっている。墳正

の西側の濠でも、前方部側が後円部側より約1.2m深くなっていることから、東側と同じ施設が

あったと考えられる。

(4)外濠SD02(図版第47)

後円部側の北東よりで幅約3.5m、深さ約O.4mの規模を確認した。 北西では幅約3.5m、深さ

約1.2mの規模を確認した。前方部の正面では、内濠と同じ く約2.5mと最も狭くなり、深さも

O.4mを測る。

埋土は、おおむね 3 ~ 4 層の灰色~暗灰色の砂磯層である 。 比較的短期間に埋まったと考えら

れ、地点によって部分的に粘土層の堆積を認めるのみである。

(5)外堤

2条の濠の間の幅約2.5~3 . Omの部分で、ある。上面に黄褐色粘土層による盛土で造成している

ことが認められる。

3. 出土遺物(第71・72図 図版第51・52)

調査によ って出土した遺物の大部分は内濠SD01からのも のである。外濠SD02の底からは、

少量であるが古墳時代の須恵器が出土している。SD01では、上層からは、中世の瓦器椀、 貿易

陶磁器が出土しており、中層からは、 平安時代以前の土器が出土している。下層では、平安時代

の須恵器、古墳時代の須恵器や土師器とともに、皿や建築部材などの木製品が出土している。最

下層からは楯形木製品がまとまって出土した。

土器は、 1 ~ 4 ・ 6 . 7・ 9~ 15 ・ 17~23が S D01から出土しており、 5は墳丘の盛土中から

の出土である。8 ・16はSD02から出土した。木製品はすべて SD01から出土している。 lは、

nx
u
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最下層の砂磯層からの出土である。脚径8.7cm、脚高5.0cmを測る。脚の上位に径6.0mmの円孔を

3方に穿っている。脚の端部は上下に突出させ、端面には断面三角形の凸帯をめぐらす。脚部の

周囲にはカキ目を施す。2. 3は、それぞれ、脚径9.0cm・9.3cmを測る。脚部に長方形の透しを

3方にあける。脚端部の凸帯はなだらかになる。4は、口径11.8cmを測る高杯の杯部である。5

は墳丘部埋土中から出土した高杯である。6・ 7は須恵器杯蓋である。このうち 7は口径10.9cm

を測り、焼成などの観察から 10の蓋になる可能性がある 。 9 は須恵器輩、 10~ 12は台付き有蓋査

4b1 
ー、J

3

ーへ

時対，‘ 。、11崎、

三て邑

‘， 

。

b長ノ
¥二卜..722

第71図 出土遺物実測図(1)

ハu
d

n
HJV 

主
M
Y

，，、，，
H

惜

主

帽

ミ正7'

\、、 I ~ノ

~ 

150m 



京都府遺跡調査概報第103冊

市

号お

~国!m'7ー
重量曇 27

~四~ 28 

。 29 
50cm 

第72図 出土遺物実測図 (2)
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である。蓋受部は内傾して立ち上がり、端部は明瞭な屈曲を残す。体部外面はタタキの後、横方

向のカキメを施し、内面のタタキはナデ消されている。脚部は透し穴 2段が残り、上段には長方

形、下段には三角形の透し穴を 3方に施す。頚部と脚部にはクシ描きの波状文を施している。13

は須恵器の聾である。口径18.8cm、器高40.0cmを測る。後円部は断面三角形の凸帯を施し、内面

のタタキ目はナデ消しを施している。14は土師器高杯の脚部、 15は外面ハケ調整の土師器聾であ

る。8・16はSD02出土の須恵器杯蓋と須恵器査の体部である 。 17~20は中層から 出土した。 17

は、口径13.2cm、器高3.5cmを測る須恵器杯、 18は口径13.2cm、器高3.5cmを測る須恵器杯である。

19は底部糸切りの緑紬陶器である。20は口径19.8cmを測る須恵器鉢である。21~23は上層からの

出土である。21は口径14.2cmを測る瓦器椀、 22は口径10.8cm、器高2.5cmを測る青磁皿である。

23は口径20.6cmを測る瓦質の羽釜である。

24~26は、石見型の楯形木製品である 。 本製品は部位により、最上部の角状突起部、その下の

第l段帯、中央帯、第2段帯、第3段帯、基部とよばれるが、今回の出土品では、いずれの製品

も腐食により基部を欠損している。24は、幅32.9cm、高さ78.6cm、厚さ3.0cmを測る。25は、幅

33. 89cm、高さ89.39cm、厚さ4.09cmを測る。両製品とも大木の木表を表面として選材しており、

木の表面のカーブを巧みに利用し楯の形状を表現している。表面は、第 l段帯と第 2段帯を残し

他の部位を削り込んで立体的に表現し、側面は、角状突起部、中央帯、第3段帯を扶り込み、第

I段帯と第2段帯に鰭状の突起を表現している。材は肉眼での観察では高野槙と考えられる。26

は、幅20.8cm、高さ89.2cm、厚さ2.4cmを測る。角状突起部および中央帯をはさんだ第 l段帯、

第2段帯の遺存状態が良く、頂部の扶りを中心に反転すると突起部で、幅約30cmの形状を復原する

ことができる。本品は、上記2例にくらべ、幅や厚さが小さく、追柾の板材を使用していること

や、第 1段帯と第 2段帯の凸帯の表現が弱いなどの特徴が認められることから形式的に細分され

ると考えられる。27・28は、笠形木製品の笠部である。27は、縦20.7cm、横10.9cm、高さ5.45cm 

を測る。28は、縦17.3cm、横7.8cm、高さ2.1cmを測る。29は笠形木製品の柱部である。太さ約

5.6cm、長さ74.4cmを測る。下部は杭状に削り出し、上部は軸受けの納を加工している。材は芯

去材を用いている。30・31は、木偶である。径約3.2~3. 5cm、長さ15.6~ 16. 8cmを測る。芯去材

を用いて頭部および首を削り出し、 30では目の表現を施している。

4. まとめ

今回の調査では、いままで不明であった保津車塚古墳の墳形や規模がはじめて明らかになった。

発掘調査によって前方後円墳の規模が明らかになったのは亀岡市内では初めての事である。調査

の成果を簡単にまとめると、以下の 4点になる。

①古墳の規模 全長約52.7m、墳丘長約36.0m、後円部の直径約26.8m、前方部復原幅約20m、

前方部長約9.2mを測る。古墳の主軸は、 N-10020'-Eの傾きを持っている。

② 2重の周濠 調査によって検出した濠は 2重にめぐるものであった。周濠は、丘陵側で高く、

平野部側に向かつて低くなっていた。内濠は、後円部側と前方部側で約1.4mの比高差を持って
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いるが、墳丘の東側で陸橋部を設けて濠底の深さを調節していることから、後円部側と前方部側

とは水位を違えた水濠となっていたと考えられる。外濠は、後円部側と前方部側で約2.2mの比

高差を持っているが、濠内の堆積状況や内濠のような施設を検出していないことなどから、全体

に水をたたえるものでなく空濠であったと考えられる。

③墳丘施設 墳Eは、後円部 ・前方部とも 2段に築き、斜面に葺石を施す。埴輪は l点も出土

しなかったが、内濠から楯形木製品が多数出土しており、少量ながら笠形木製品も出土している

ことから、墳正は木製樹物によって飾られていたと考えられる。

④古墳の築造時期 出土した須恵器高杯や査はTK47から TK23の特徴を示しており、 5世紀

の後半から終わり頃にかけてのものと考えられる。

この古墳が造営された時代、亀岡市内の各地域の首長墓としては、馬路町坊主塚古墳、篠町桝

塚古墳に代表される一辺30~40m級の方墳が主として築かれている 。 その後、 6 世紀に入札千

歳町に全長約82mの前方後円墳、千歳車塚古墳が地域全体を支配する首長墳として築かれる。

今回の調査で、 5世紀後半に方墳と同規模の前方後円墳が確認されたことは、当地域の首長墓

を考えるうえで、貴重な成果である。

(戸原和人)

調査参加者 青木政幸 ・緒方信幸 ・川口庸史 ・黒田道崇 ・杉原実 ・西村治郎 ・山口卓也・浅田育裕・草勢

大蔵・小山亜美 ・迫間茜・西田大樹・本間賢司・前川聡・山本茜・後藤朋子 ・関口隆美 ・牧j畢敏

子・俣野明子・松元順代 ・村上典子・粟路大樹 ・石川市喜子・伊豆田佐知枝 ・井本典子・大西市三

郎 ・大西和子・草勢和美 ・栗林笑子・小林聡・関口トシ子 ・西国千代和・古谷すが ・前川百合子・

村上福治・山口アキヨ・脇上妙子
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図版第 1 池上遺跡第8次

(1)調査地全景(上空から)

(2) S H 140・108遠景(上空から)



図版第 2 池上遺跡第 8次

(1) S H140近景(西から)

(2)SH140入口部近景(北から)

(3) S H 140中央土坑堆積状況

(南から)
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図版第5 池上遺跡第8次

(1) S HOl・02近景(南東から)

(2) S HOl近景(南から)

(3) S HOl竃近景(南から)



図版第 6 池上遺跡第 8次

(1) S H02近景(北から)

(2) S H02竃近景(南から)

(3) S H02竃半掘状況(東から)



(1) S H 108近景(東から)

(2)SH108内焼土断ち割り状況

(北から)

(3)SHllO近景(北から)

図版第 7 池上遺跡第8次



図版第 8 池上遺跡第 8次

(1) S H1l5近景(南から)

(2) S H 152近景(南から)

(3) S K 104近景(北から)
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図版第10 池上遺跡第 8次
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(3)出土遺物(2)



図版第11 池上遺跡第 8次
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(1)出土遺物(4)
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図版第12 池上遺跡第 8次
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(1)出土遺物 (6)

(2)出土遺物(7)

図版第13
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図版第14 池上古里遺跡第 2次
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(1)調査地全景(東から)

(2)調査地東部近景(東から)

(3) S H24近景(南から)
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図版第17 杉北遺跡第7次

(1)調査地全景(北東から)

(2)竪穴式住居跡 SHOl(北西から)



図版第18 杉北遺跡第 7次

(1)掘立柱建物跡SB04(南西から)

(2)掘立柱建物跡SB05(南西から)



杉北遺跡第 7次図版第19
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(2)掘立柱建物跡SB07(北西から)



図版第20 杉北遺跡第 7次
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図版第21 里遺跡第2次

(1)調査地遠景(北東から)

(2)調査地遠景(北から)



図版第22 里遺跡第 2次

(1)調査地全景(上が北)

(2)掘立柱建物跡 l全景(上が北)
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(1)調査地全景(西上空から)

(2) B地区第 3遺構面全景

(北上空から)

図版第25 内里八丁遺跡第16・17次
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図版第27 内里八丁遺跡第16・17次

(1) B地区調査前(西から)

(2) B地区第 2遺構面(南から)

(3) B地区第 2遺構面(北から)
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(1) B地区第 3遺構面全景

(南上空から)

(2) B地区第 3遺構面全景

(右上が北)

図版第29 内里八丁遺跡第16・17次
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(l)B地区第4遺構面全景

(右上が北)

図版第31

(2) B地区第4遺構面竪穴式住居

跡群

内里八丁遺跡第16・17次



図版第32 内里八丁遺跡第16・17次

(l)B地区 SH3032 (東から)

(2) B地区 SH335遺物状況

(東から)

(3) B地区 SH350遺物出土状況

(南西から)



図版第33 内里八丁遺跡第16・17次
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出土遺物(1) 番号は挿図番号と一致する。ないものは出土地を記した。

49-8 

49-14 



図版第34 内里八丁遺跡第16・17次

49-1 

49-16 

S 0247出土

S H303出土

48-10 

S 0205出土 51-2 

出土遺物(2) 番号は挿図番号と 一致する。ないものは出土地を記した。



図版第35 三山木遺跡第 4次

(1)調査地遠景(南上空から)

(2)調査地全景(北上空から)



図版第36 三山木遺跡第 4次

二三雪之プt宮込さ三軍需=二一一一一一ー一一一一一一一一一一一一ーで士=ニ==ニ_"=一一一一一一

(1) 1トレンチ調査前全景

(北東から)

(2) 2トレンチ調査前全景

(北から)

(3) 3トレンチ調査前全景

(南東から)
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図版第42 三山木遺跡第 4次
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出土遺物(1)



図版第43 三山木遺跡第4次
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出土遺物 (2)



図版第44 三山木遺跡第4次
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(1)石製品
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(2)剥片



図版第45 保津車塚古墳(案察使 1号墳)第 2次

(1)調査地遠景(西から)

(2)遺構検出状況(東から)
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図版第47 保津車塚古墳(案察使 1号墳)第 2次

(1)内濠 SDOl北断面(G-G'地点)(南から)

(2)外濠SD02北断面(B-B'地点)(南から)



図版第48 保津車塚古墳(案察使 1号墳)第 2次

(1)前方部確認調査区(南から)

(2)前方部基底部検出状況(左が北)



図版第49 保津車塚古墳(案察使 1号墳)第 2次

(1)楯形木製品25出土状況(束から)

(2)楯形木製品24出土状況(東から)



図版第50 保津車塚古墳(案察使 1号墳)第 2次

(1)笠形木製品27・29出土状況(東から)

(2)須恵器10・13出土状況(東から)



図版第51 保津車塚古墳(案察使 1号墳)第 2次
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出土遺物(1)(番号は実ì~1j図に対応)



図版第52 保津車塚古墳(案察使 1号墳)第 2次

17 18 

24 25 26 29 

27 28 30 31 

出土遺物(2)(番号は実測図に対応)
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